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は  じ  め  とこ

私たちが普段何気なく暮らしている場所の地下には、過去からのメンセ~ジがたくさん

眠つています。それは、今から1万年前からのものであったり、数百年前のものであった

りします。物言わない幾多のメッセージに現代の光を当て、私たちの目に見えるように

し、解読するのが 「考古学」であります。

今回報告いたします『境目・下西原遺跡』は、大田第 2土地区画整理事業の都市計画道

路木太鬼無線建設に伴つて発掘調査を実施したもので、松縄町と木太町にあります。遺跡

の南東側には高松市立木太中学校が隣接しており、遺跡の3工区を南北に分断する道路に

は、朝夕たくさんの中学生の通学する姿が見られます。発掘調査を行つているときに、毎

日興味を持って見つめながら通学する中学生は、調査している調査員や作業員の励みとな

りました。

調査は、平成 7年 1月 から4月 までの約 3ヶ 月をかけて行われました。その結果、弥生

時代から近世に至る多数の遺構が検出されました。主な遺構としては、掘立柱建物・溝・

土坑・水田 。自然旧河道が挙げられます。特に、注目すべきことは条里地割 りに基づいた

中世の水田が見つかつたことであります。今回の調査では残念なことに住居跡などの集落

域は検出することはできませんでしたが、これらの水田をはじめとする生産域としての性

格を明らかにすることができました。

本報告書が、高松市の歴史の解明に学問的な貢献を果たすとともに、文化財に封する関

心と理解のための一助となるように念じるとともに、広く活用されることを願つています。

最後になりましたが,発掘調査から本報告書刊行にあたり格別のご理解とご尽力を賜り

ました関係者・関係機関に厚くお礼申しあげる次第であります。

平成10年 3月

高松市教育委員会

教育長 山口 寮式





1.本書は,太田第 2土地区画整理事業の都市計画道路木太鬼無線建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報

告書である。

2,発掘調査地ならびに調査期間は,次のとおりである。

高松市松縄町             平成 7年 1月 12日 ～4月 13日

3.発掘調査および出土遺物について下記の関係諸機関ならびに方々から貴重なご教示, ご指導を得

た。記して厚く謝意を表するものである。    (敬 称略,順不同)

香川県教育委員会

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

石上英一  (東京大学)  金田章答  (京都大学)  木原博幸・丹羽佑 ― (香川大学)

高橋 学  (立命館大学) 外山秀―  (皇學館大學 )

4。 現地調査から遺物整理,本報告書作成に至るまで,下記の方々のご協力を得た。記して謝意を表

する。    (敬 称略,順不同)

末光甲正  (讃岐文化遺産研究会)

小佐野薫  (香川大学学生)  坂東祐介  (徳島文理大学学生)

5。 発掘調査および本報告書の作成にあたつては,高松市教育委員会が主体となり,文化部文化振興

課文化財専門員 山本英之が担当し;中西克也 (讃岐文化遺産研究会)が補佐 した。

6。 本報告書の執筆は, 日次に示 したように第 1章第 1節 。第 2章,第 6章を山本,第 1章第 2・ 3

節,第 3章 ,第 5章を中西が行つた。

7.本報告書に関わる自然遺物のうち,花粉・プラン トオパール分析を仰パレオ・ラボに依頼 し、報

告をいただいた。 (第 4章 )

8。 本報告書の編集は,山本 。中西が行つた。

9.出土遺物ならび図面 。写真類は,当教育委員会において保管している。

10.本調査に関して、以下の業務を業者委託発注により実施 した。

発掘調査掘削工事  爛大涌土建

航空写真測量    爛国際航業

花粉等分析     爛パレオ・ラボ

遺物写真撮影    写房 楠華堂

例



H,本報告書における表記および記述に関する凡例は,以下のとおりである。

(1)図 の縮尺は原則として次のとお りである。

遺構―調査区 :1/1000     調査区設定図 :1/1600   遺構配置図 :1/400

掘立柱建物 :1/80    上坑 :1/40        溝 :1/100, 1/40

水田 :1/100, 1/80  旧河道 :1/100      附図 :1/200

遺物―土器 :1/8, 1/4   石器 :1/2   木製品 :1/6
例外のものも含め,各々についてその縮尺値を明記する。

(2)本報告書で使用する遺構略号は次のとお りである

SB 掘立柱建物    SD tt          SK 土坑

SP 柱穴       SR 旧河道        SX 性格不明

(3)遺構番号は調査時に設定した番号を廃棄 し,整理段階で工区ごとに番号を付けた。

(4)遺物観察表は本文中に実測図とセットで掲載する。

(5)遺物観察表中の表記方法は次のとお りである。

1 土器の法量の中で ( )を付けているのは残存値である。

2 色調が内外面とも同じ場合には外面のみ表記する。

3 土器胎上の粒土表記の基準

微砂 :非常に細かい  細砂 :0.5411n以 下  粗砂 :0.5～ l lIIll  細礫 :l llm以上

(6)遺物番号は遺構毎に付け,図版の遺物の数字は挿図番号と遺物番号を示 している。

(7)本報告書で用いる高度値は海抜であり,方位は磁北を示す。

(8)本報告書の第 2図 「周辺遺跡分布図」の作成にあたり,国土地理院発行 1/25,000地形図

「高松南都」を使用した。
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圭早 調 査 の 経 緯 と 経 過

第 ■ 賓行  高円 扉挙 σ⊃潅≧糸華

境 目・下西原遺跡は高松市松縄町から木太町にまたがり、太田第 2土地区画整理事業の中で整備が

進められている都市計画道路木太鬼無線の予定地にあたる。

太田第 2土地区画整理事業は、昭和62年 2月 2日 の香川県都市計画審議会による都市計画決定を受

けて、昭和63年度から実施されている。事業区域は高松市街の南郊約 6 kmの 田園地帯で、林、木太、太

田、多肥の 4地区に及ぶ360.3haは 全国有数の事業規模である。この地域には、一般国道H号高松東

道路ならびに四国横断自動車道の建設が予定され、これによる急速な市街化が予想されるため、路線

沿線の市街化ならびに都市基盤整備を計画的に進める目的で事業計画がなされたものである。

この地域によらず、それまで高松市域の平野部は周辺の丘陵部に比べて周知の埋蔵文化財が極端に

希薄な遺跡の空白地帯であつた。そこで、高松市教育委員会では昭和61年度に国庫及び県補助事業と

して区画整理事業地を対象として『高松市太田地区周辺遺跡詳細分布調査事業』を実施 し、広範な遺

物散布地と二十数基の塚跡等を確認 した。

この間に、太田第 2土地区画整理事業地に含まれる高松東道路予定地77,000だについては、市施工

の区画整理事業と密接な関わりを有するという理由で、高松市教育委員会が発掘調査を担当すること

が建設省、高松市、高松市教育委員会の三者間で確認され、調査の準備が進められていつたが、区画

整理事業に関わる埋蔵文化財の取 り扱いについては公式な協議はなされなかつた。 しかし、昭和63年

8月 に松縄町の都市計画道路工事中に天満・宮西遺跡の不時発見を見たため、改めて土地区画整理事

務所と協議の結果、道路工事に先立って発掘調査を実施 した。そして平成 2年度からは、 「太田第 2

土地区画整理区域内試掘調査事業」として埋蔵文化財調査補助金の交付をうけ、都市計画道路予定地

を中心に工事前に試掘調査を行い、埋蔵文化財が確認された場合は事業者の負担によつて事前調査を

実施するように取り扱いを定めた。

区画整理事業関係の理蔵文化財調査は平成 8年 3月 までに 6遺跡の調査を終了し、都市計画道路に

関わる調査をほぼ終了した。整理作業は平成 5年度から開始 し、区画整理事業の完了が予定されてい

る平成 12年度を調査報告書完了の目途 として順次実施の予定である。

図版 1発掘風景
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第 2節  調 杏 の 経 過

1.発掘調査の経過

境 目・下西原遺跡の発掘調査に先立って、1993年 2月 10日 ～15日 にかけて高松市教育委員会によつ

て試掘調査が実施 された。試掘調査は トレンチ方式を採用 し、道路予定地のほぼ境界付近に路線に沿

つた東西方向の10本の トレンチを試削し、平面ならびに土層観察によつて遺構の有無を判断した。そ

の結果、西端の トレンチを除いた トレンチにおいて溝・土坑・ピット等の遺構が検出され、西端の ト

レンチでは土器片を多量に含む自然旧河道が確認された。

以上の試掘調査の成果を検討した結果、調査した全域にわたつて遺構が確認 されたことにより、全

域に細かな調査対応が必要であると考えられ、工事請負方式で調査を実施することとなった。

発掘調査は、1995年 1月 から4月 までの約 3ヶ 月かけて実施された。調査対象面積は3580♂ である。

遺跡全体を現有道路・水路・住宅などによつて 1工区～ 4工区という大きな調査区に分けて調査を実

施 した (第 1、 3図参照)。

調査は西端の 1工区から開始され、 1月 12日 ～ 2月 2日 の期間に 1工区を終了し、水田 。旧河道を

検出した。 2・ 3工区はつF土作業の工程と中央部を東西方向に現有道路と水路が存在するため、調査

区を南側と北側に分け、北側から調査を行つた。 2工区北側は2月 3日 ～10日 、南側は3月 29日 ～ 4

月 4日 の期間を要 した。 3工区北側は2月 9日 ～ 2月 28日 、南側は3月 7日 ～ 4月 5日 の間に調査さ

れ、堀立柱建物・多数の溝・土坑等が検出された。 4工区は2月 24日 ～3月 29日 まで調査が行われ、

3面の水田や多数の上坑が検出された。発掘調査の工程や排土作業により、工区が重なって調査され

ている期間がある。

以下に調査 日誌を揚げて、調査の詳細について報告する。

調 査 日 誌 (抄 )

1月

現況測量を行い、安全棚等を設置 し、調査準備を整える。同時に調査区 3工区の南接する場所に現

場事務所を設置する。

12日 より1工区の重機による表土掘削を開始 し、 17日 に 2工区、18日 ～20日 に 3工区の表土掘削を

行 う。23日 1工区にベル トコンベヤーを設置 し、24日 より人力による調査を始める。旧河道と水田を

確認 し、月末までに S R101を完掘する。 S R101は黄白色シル トを検出面とするが、川床は砂礫層 と

なつてお り、地山との区別がほとんどなく調査が困難をきたした。川床 より加工木 と動物遺体が出土

した。川床は凹凸が著 しく、理土は砂層である。

2月

1日 に 1工区の S R101出上の加工木・動物遺体の平面図を作成 し、写真撮影を行 う。水田を掘 り下

げる。 2日 1工区の完掘写真を撮影する。 3日 より2工区の調査を始める。 6日 までに S R201を 完掘

し、 S B 201・ S K201を掘る。

8日 から3工区の調査を始める。まず、東端にある S X301よ り調査を行 う。 14日 より溝・土坑の調

査を始める。 17日 までに S D311～ 314、 S K301～ 305を 終える。 17日 ～28日 に S D301～ 308を完掘す

る。 S D308は、幅 。深 さともに規模が大きく、時間を要する。底面より完形の土器 (長頸壺)が出土

し、平面図を作成 し、写真撮影を行 う。 15日 ～20日 まで 4工区の表土掘削を行 う。 27日 より4工 区の

調査を開始する。
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3月

3日 に 1工区 。2工区北側・ 3工区北側の第 1回航空測量を行 う。 8日 までに S D401～403・ SK
401～ 404。 S B401を 完掘 し、写真を撮る。 S D401は弥生時代後期に比定されるが、その他は近世の

ものである。 9日 S K404～ 408を完掘。同時に 2工区南側 と3工区南側において重機による表土掘削

を行 う。 13日 4工区の I期水田を完掘 し、平面図と写真撮影を終える。 Ⅱ期水田では 6mと 4m間隔

を淑1る 南北方向の畦畔を検出する。27日 までにⅢ期水田を完掘する。その畦畔はⅡ期水田と同様に南

北方向であるが、その位置・間隔は若干異なる。27日 には I～ Ⅲ期水田の断面図を南北 。東西方向に

作成する。 3月 下旬に 4工区と平行 して 3工区南側の調査を行い、 S D308を除いた遺構を完掘する。

4月

8工区南側の S D308と 2工区南側の調査を同時に行い、 5日 までに全ての遺構の調査を終える。 SD
308において完形の弥生土器が出上 したが、同時に須恵器の蓋も出土し、長期間にわたつて溝が機能し

ていたと考えられる。

12日 、 2工区南側・ 3工区南側・ 4工区の第 2回航空測量を行 う。

13日 、 1～Ш期水田の土壌サンプルを採取する。

2、  整理作業の経過

整理作業は、発掘調査の期間中に現場事務所で行つた作業と調査終了した後に円座整理事務所で行

った作業がある。前者の作業内容は出土遺物の水洗いのみであり、大半の作業は後者である。その整

理作業は1997年度において以下の工程のように実施 した。

作 業 項 目
平成 9年
4月  5月

I

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

平成 10年

2月  3月
1

遺 物 の 注 記

遺 物 の 接 合

遺 構 図 整 理

遺 物 実 測

挿 図 の 作 成

遺物写真撮影

現 行 の 執 筆

図 版 の 作 成

編 集
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第 3節   調 杏 細 二繊

発掘調査の調査体制は以下のとお りである。

文化振興課課長  中村 榮治 (事務取扱)

文化振興課長補佐 藤田 容三

文化財係長 藤井 雄三

文化振興課主査  納田 敏雄

文化財専門員   山本 英之

山元 敏裕

整理作業の調査体制は以下のとおりである。

教 育 長

文化部長

文化部次長

教 育 長

文化部長

文化部次長

山日 寮式

宮内 秀起

中村 榮治

山口 寮式

宮内 秀起

中村 榮治

文化振興課課長  中村 榮治 (事務取扱)

文化振興課主幹  藤田 容三

文化振興課長補佐 立岩伊左子

文化財係長 岡田 員介

文化振興課主査  納田 敏雄

文化財専門員   山本 英之

山元 敏裕

大島 和則

非常勤嘱託    林  公子

吉本みどり

岡田 信子

池下 和子

龍満 房子

松野 裕子
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第 2 地 理 的 的 環 境

安雷 ■ 倉価  封色垂≧白勺夢詩づ老

高松平野は,香 ,十 1県のほぼ中央部にあり瀬戸内海沿岸に位置する沖積平野で,西を五色台山塊,南

を日山,上佐山,東を立石山,雲附山等に遮られてお り,南北約20k m,東西約16k mを測る。

平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,侵食の容易な花開岩層 (三豊層

群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われたことによつて侵食解析から取 り残されて形成された

メサまたはビュー トと呼ばれるもので讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。

高松平野には,西から本津川,香東サ||,春 日川,新川といつた河)||が 北流 しているが,中でも香東

川が平野の形成にもつとも大きな影響を及ばしており,現在の春 日川以西の大部分は香東川によつて

形成された沖積平野といわれている。

現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀はじめの河川改修によつて人工的に開削さ

れたもので,それ以前には現在の香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側を回り込ん

で平野中央部を東北流するもう一本の主流路が存在 していた。この旧流路は,現在では水田及び市街

地の地下に埋没してしまつているが,空中写真等から,林町から木太町へかけての分ヶ池,下池,長

池,大池,ガラ池を結ぶ流路等数本の旧河道が知られており,発掘調査によつてもその痕跡が確認さ

れている。なお,17世紀の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

これらのため池は,年間10001111n前後と降水量に乏しい讃岐平野において農業用水確保のために不可

欠のものであるが,林,多肥地区周辺では扇状地末端部に当たることから,た め池に加えて出水と呼

ばれる自噴地下水脈の利用が盛んで,両者を併用した特徴的な配水網と厳格な水利慣行を伝えてきた。

しかし,昭和50年の香川用水の通水によつて,こ の一帯は二郎池の受益範囲に取 り込まれ,農業用水

確保の不安が払拭された反面,大池,長池等のため池が二郎池の子池となり,地元水源を核とした水

利慣行が急激に消滅するとともに,ため池や出水の水源自体もその役割を失いつつある。

第 2節  7_― 史 白勺 環 境

高松平野では,石清尾山古墳群,高松市茶臼山古墳などを初めとする丘陵部の古墳の状況について

は比較的早くから知られていたが,平地部では天満遺跡など二,三が知られるのみで長く遺跡の空白

地帯となっていた。 しかし,昭和60年代に入つて高松東道路建設,太田第 2土地区画整理事業,空港

跡地再開発などの大規模プロジェク トに伴い埋蔵文化財の確認調査ならびに事前発掘の件数が増大し

たことによつて遺跡数は飛躍的に増大しつつある。また新たな遺跡の発見とあわせて,香東川の旧河

道が平野の形成に大きな影響を及ばしていた事実も次第に明らかになつてきた。今後,未確認遺跡の

把握と保護に加えてこれまでの調査成果を時間的,空間的に結びつけて高松平野の歴史環境の変遷を

復原する作業が新たに必要になつてきている。

高松平野で最古の遺跡は旧石器時代に遡る。平野縁辺の低丘陵部で久米池南遺跡 (東山崎町),雨
山南遺跡 (三谷町)等の遺跡が知られるが,いずれも表採や混入によると見られる状況を示す。中間

西井坪遺跡 (中間町)では高松自動車道の事前調査によつてAT火山灰層上層からナイフ形石器が出

土している。

立早
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縄文時代では,大池遺跡 (木太町)で草創期と見られる有舌尖頭器 2点の表採が報告されている。

また,近年平野部の発掘調査によつて縄文晩期を中心とした遺跡出土例の増加が特筆され,林・坊城

遺跡,浴 。松ノ木遺跡,浴 。長池遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,井手東Ⅱ遺跡,居石遺跡 ,

上天神遺跡等を教えることができる。これらの多くは旧河道等の堆積から遺物の出上が確認されたも

のであるが,井手東 I遺跡では遺物の確認はなかつたものの,地表下約 7 0cmか らアカホヤの堆積層

が確認されており縄文中期の高松平野の形成過程をうかがうことができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡,松縄下所遺跡,大池遺跡,空港跡地遺跡,宮西 。一角遺

跡,浴・松ノ木遺跡,浴 。長池遺跡,浴・長池Ⅱ遺跡,弘福寺領田図北地区比定地内遺跡等が挙げら

れる。浴 。長池遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡,弘福寺領田図北地区比定地内遺跡ではこの時期に10ポ前後の

方形に整然と区画された水田面を検出しているが,それ以外では遺物廃棄 (埋納)土坑や河川堆積の

包含遺物など遺物を中心とした確認例が多く,集落などが明確に把握できている事例は見られない。

中期になると,平野部では浴・長池遺跡,浴・長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,多肥松林遺跡で住居跡 ,

周溝墓等を伴う集落の一部が調査されているが,規模・密度は総 じて希薄である。また,中期後半に

なると久米池南遺跡など平野縁辺部や丘陵上に高地性集落が営まれるようになる。

弥生時代後期になると遺跡は数,規模共に爆発的に増加 し,平野部では上天神遺跡,天満・宮西遺

跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡のように十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴う集落の他に太田下須川

遺跡,蛙股遺跡,キモン ドー遺跡, 日暮・松林遺跡,井手東 I遺跡がある。丘陵部では,香川県の弥

生後期の標識遺跡として著名な大空遺跡が平野束部に存在する。

古墳時代では,これら弥生後期の遺跡のうち上天神遺跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡が古墳時代初頭

に至るまで集落が存続することが知られており,大田下須サ|1遺跡では古墳時代中期の集落を検出して

いる。さらに生産関連の遺跡としては浴・松ノ木遺跡の水田跡,三谷二郎池の須恵器窯跡,中間・西

井坪遺跡の上師質陶棺焼成土坑が知られ,古墳時代全般を通じて集落・生産遺跡の遺跡数は希薄であ

る。このことは古墳の造営が全市域的に盛んであるのと対照をなしており今後古墳の造営母体となる

べき集落域の解明が重要な課題となるものと思われる。

古墳の分布状況を概観すると,発生期と考えられる諏訪神社墳丘墓,鶴尾神社 4号墳を皮切 りに,

石清尾山塊では猫塚,石船塚等の積石塚から成る石清尾山古墳群,三谷地区では小日山 1・ 2号墳 ,

前田地区では高松市茶臼山古墳,下笠居地区では横立山経塚古墳等が築造され,その後ほぼ古墳時代

金期間を通じて地域単位で断続的に展開している。

石清尾山古墳群では頂上部の尾根筋を中心とした前期の積石塚の築造が途絶えて100年以上の断絶を

経た後,南山浦古墳群,浄願寺山古墳群等の盛り上の群集墳が爆発的な盛行を見るし,三谷地区では

小日山 1・ 2号墳に続いて割竹形石棺をもつ全長88mの前方後円墳である三谷石船古墳,直径42mを

測 り周濠を巡らせる円墳の高野丸山古墳が中期に,そ して後期には平石上 2号墳,矢野面古墳,犬の

馬場古墳,石船池古墳群といつた古墳につながって行く。前田地区でも同様に高松市茶臼山古墳に続

いて,前期から中期にかけての茶臼山古墳群,諏訪神社古墳,後期の久本古墳,小山古墳,山下古墳 ,

瀧本神社古墳,岡 山小古墳群,平尾古墳群といった古墳が引き続いて築かれている。

また,鬼無地区では前期末から中期初頭と見られるかしが谷 2号墳をはじめとして組合式の土師質

陶棺を出土した中期前方後円墳の今岡古墳,巨石積みの横穴式石室を主体部にもつ古宮古墳,平木 1

号墳等からなる神高池古墳群へと続いている。なお,先述の土師質陶棺の焼成坑を検出した中間 。西

井坪遺跡は本津川沿いに鬼無地区の上流にあたり,西山崎町の本尭寺北古墳でも埴輪円筒棺の出上が

伝えられていることから本津川を介 した物資や情報の流通が想像できる。
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‐７
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境目・下西原遺跡

北大塚古墳

鏡塚古墳

石船塚古墳

猫塚古墳

鶴尾神社 4号 墳

天満・富西遺跡

松縄下所遺跡

キモンドー追跡

大池遺跡

弘福寺領関係追跡

上天神遺跡

大田下・須川遺跡

蛙股遺跡

居石遺跡

井手東Ⅱ遺跡

井手東 I遺跡

浴 。長池 Ⅱ遣跡

浴・長池遺跡

20 浴・松ノ木遺跡

21 林・坊城遺跡

22 凹原遺跡

23 多肥松林追跡

24松林遺跡

25 多肥廃寺

26 宮尻上追跡

27 弘福寺領関係遺跡

28 -角 遣跡

29 宮西・―角追跡

30 空港跡地追跡 (亀 の町 1地 区)

31 空港跡地遺跡 (亀 の町Ⅱ地区)

32 空港跡地遣跡

33 拝師廃寺

34 三谷町南海道推定地

35 高野丸山古墳

36 高野廃寺跡

37 雨山南遺跡

38 小日山 1号 墳

第 2図 周辺遠跡分布図 (S:1/1000)

39 平石上 2号墳

40 矢野面古墳

41 三谷二郎池西岸窯跡

42 三谷石船古墳
43 石船池古墳群

44 川南西遺跡

45 川南東追跡

46 新田・本村遺跡

47 小山・南谷遺跡

48 小山古墳

49 山下廃寺

50 山下古墳

51 久本古墳

52 諏訪神社墳丘墓

53 久米山追跡群

54 久米池南追跡

55 高松市茶臼山古墳

56 東山崎・水田遺跡

57 日暮・松林遺跡
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屋島地区でも,瀬戸内海を見渡す丘陵上に位置する長崎鼻古墳をはじめ浜北古墳群,中筋古墳群、

金比羅神社古墳群、東山地古墳群などが知られている。未調査で時期の確定を見ないものも含まれる

が,平野周辺部の地域単位よりもなお閉鎖性の強いであろう島嶼部の古墳群という点で,ま た生産基

盤としての耕作地をもたないという点においても注目される地域である。

古代では条里遺構と古代寺院跡が注目される。浴・長池遺跡,浴・松ノ木遺跡,浴 。長池Ⅱ遺跡 ,

井手東 I遺跡,蛙股遺跡,上天神遺跡,凹原遺跡,松縄下所遺跡,空港跡地遺跡,宮西 。一角遺跡等

で条里界線にあたるとおもわれる遺構を検出している。遺構の多くは古いものでも平安時代から鎌倉

時代,多くは近世以降の遺物を含み一般に条里の施行期とされる奈良時代とは時期的に隔たつている

が,溝の存続期間と遺構としての理没時期の関係など,検討すべき多くの問題をはらんでいる。

中でも,松縄下所遺跡は現地表面の条里とは10数メー トルずれた位置にありながら地表条里と同方

向の道路側溝状の遺構を検出し,時期も7世紀代にまで遡 り得るなど高松平野の条里施行に関わる可

能性がある重要な遺跡である。また,浴 。長池Ⅱ遺跡の条里界線も旧郡界線にあたる部分に幅 6mの

間隔で道路側溝状の溝が並行し,空港跡地遺跡亀の町地区においても現在の畦道の延長として幅 3～

4mの道路側溝状の並行溝が検出されてお り,12世紀代の遺物が出土している。その他道路に関して

は三谷町の南海道推定線上で河岸段丘の崖をおよそ6m幅で開削して切通 し状に斜面を形成 したと思

われる痕跡が確認されており,南海道に関連する遺構の可能性が考えられる。

古代寺院跡では宝寿寺跡,山下廃寺,下司廃寺,高野廃寺,拝師廃寺,坂田廃寺,多肥廃寺,勝賀

廃寺などが知られている。正式の発掘調査を経たものがなく,伽藍配置などの具体的な様子の判るも

のはないが一様に瓦の散布が見られる。宝寿寺跡,下司廃寺では塔礎石が現存し,坂田廃寺,高野廃

寺では建物礎石が転用材として散布 している。また,坂田廃寺では過去に金銅釈迦誕生仏の出土を見

たほか最近の調査で背後谷斜面から坂田廃寺に瓦を供給したと見られる片山池 1号窯跡が確認された。

これら寺院跡の中のいくつかは地域単位の後期古墳群の分布と一致する傾向が強いことから,古墳

時代後期から古代への転換期に地域単位の造墓集団が寺院建築への転向を図つたものと考えられる。

坂田廃寺が所在する香川郡坂田郷には, 日本霊異記にも在地の綾氏の話としての説話が伝えられてお

り早くから仏教の受容が進んでいたことを示している。

中近世以降では,東道路関連の浴 。長池遺跡,浴・松ノ木遺跡,弘福寺領讃岐国山田郡田図北地区

比定地等で,旧河道が埋没していく過程の凹地に小規模な区画の水田面が出土しており,その後現在

に至るまで連続 して水田層の堆積が見られることから,こ の時期までに現在の地形環境がほば形作ら

れていたことが推測される。また,東山崎・水田遺跡,川南遺跡では春 日川の氾濫による洪水砂層上

に営まれた近世集落跡や耕土層が発掘され,豊富な木製品が発見されているほか,現高松市美術館の

紺屋町遺跡でも近世の陶磁器や木簡が出上し,玉藻町の高松城東ノ丸跡でも寛永年間の東の丸造営以

降の石垣や建物礎石の遺構が出土し,往時の城下町の一端を窺うことができる。
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第 立早3 の調

第 ■ 節   調 罪革 E至 ラリね乏浮垂

調査区は、道路建設に伴 う発掘調査であるため東西方向に細長 く

設定され、全長は約 179m、 幅20mを測る。調査対象地の総面積は

約3580だ であるが、東西方向と南北方向現有道路と水路、さらに住

宅等があるため未調査部分がある。

調査区は西側から東側にむかつて 1～ 4工区に区画されている。

1工区は西端に位置 し、仮設道路があるため 2分割される。 1工区

と2工区の間には住宅があるため、調査することはできなかつた。

2工区は調査区の中央に東西の水路が存在 し、調査工程の都合によ

り北側の調査を先行 して行い、その後に南側を調査する。

3工区は 2工区の東側に位置 し、南北の現有道路にはさまれてい

る。調査区中央を東西に走る道路があるため、北側を先に調査 した

後に南側を調査 した。その道路部分は未調査である。南側西端部は

住宅があるため未調査であり、さらに東端近 くにはコンクリー ト水

路が南北に設けられている。

4工区は、本調査区の東端に位置 し、西側は道路、東側は水路に

よつて区切 られている。 4工区の南側は現有道路がある。

本調査区の現況は水田地帯であり、現地表の標高は西側から東側

にゆるやかに低くなつている。 1工区は7.00m前後、 2工区は6.60

m、 3工区は6.50m、 4工区は5。 70～ 5.50mを測 り、東西間の比高

差は1.50m前後である。周辺部の微地形環境分析によれば、本遺跡

の西端部には野田池の南側で分流 した旧河道の 1本がほぼ南北方向

に走ってお り、また、 4工区の東方にも大池・ガラ池を通る 1日 河道

の存在が認められている。この 2本の旧河道にはさまれた 2～ 4工

区は埋没旧中洲と後背湿地であると考えられる。このデータを発掘

調査の成果 と比較すると、西端の旧河道は 1工区の S R101に 該当

するが、微地形分析で後背湿地 と埋没旧中洲である 3工区は全域が

埋没旧中洲である。 4工区は西側に後背湿地、東側が埋没旧中洲で

あり、後背湿地には水田が検出された。

第 2節 基 本 十 層

調査区の基本的な土層は、上から現水田耕作上、床土、灰白色シ

ル ト質極細砂 (近世の条里型水田が 2、 3層堆積)。 淡黄色シル ト

の地山である。場所によつては地山直上に近世以前の水田層である

灰色シル ト質極細砂の堆積が見られる。

日
日
日
ν

涸

1工区

劃
――――
開
四
日
日
川
磐
ぐｓｉ‐／‐６

3工区

4工区
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第 3節  遺 構 と 遺 物

1.1工 区

1工区は本遺跡の西端に位置 し、現有水路 と農道によつて東西に分断されている。西方は松縄下所

遺跡であり,1992年に高松市教育委員会によつて調査が実施 された。

西側の調査区は全長32.4m、 幅10mを測 り、北東隅は仮設道保護のために不整形 となっている。本

調査区は本来20m幅であるが、北側に一般車両の通行する仮設道が設置 され、その保護する必要から

調査面積を狭めることとなった。土層の堆積状態はほば水平堆積をな してお り、上層より現水田耕作

土、床土、灰黄色シル ト質極細砂 (15～ 20cm)一 近世の条里型水田 2層が全域に堆積 している。西側

では、その直下ににぶい黄橙色シル ト質極細砂 (10cm)一 中 。近世の条里型水田、灰黄橙色シル ト質

極細砂 (10cm)一 中世の水田、灰褐色シル ト質極細砂 (10cm)一 中世の水田、褐灰色シル ト質極細砂

―古代の不定形小区画水田が見 られる。東側は旧河道が灰黄褐色シル ト質極細砂下より掘 り込まれて

いる。その埋土は後述する。

東側の調査区は台形を呈 し、東西幅5.80m、 東辺10,00m、 西辺6.00mを測る。土層の堆積状態は

西側調査区の東端 と同じであり、上部は水田層の水平堆積をな し、下部は旧河道 となっている。

醜輪 ミ 竪 ]~正』 国 中
0         10m

第 4図  1工区遺構配置図 (S:1/400)

1) 古代

1 水田  (第 5～ 7図 )

調査区の西端において検出された不定形小区画水田である。土層観察によれば東側にあるS R101に

よつて水田面が削られているように見えるが、 S R101の 西岸上面に沿うように畦畔が設けられており、

水田が営まれていた時期にS R101も 存在 していたと考えられる。

検出された水田の総数は4面のみであり、一筆を完全に検出することのできた水田は無い。畦畔は

盛土畦畔であり、S R101の 西岸に沿つた規模のやや大きな畦畔とそれから枝分かれした小規模な畦畔
の 2種類の畦畔がある。調査区の北側では畦畔の高まりが消滅 している。 しかし、水田の耕作土は観

察され、土層観察によれば水田③と④を区画する畦畔と同一位置に畦畔状の高まりが見られる。大畦

畔の規模は、幅約1,00m、 水田からの高さ3～ 5 cmを 測る。小畦畔は幅0.20～ 0.50m,高 さ3～ 5 cm

を測る。畦畔区画は不規則である。水田①はやや規模の大きな水田であり、検出された全面に足跡が

多数検出された。水田②・③は方形であろうと推定される。水田④は残存部分では鋭角な三角形を呈

Ａ

ミ

４

-12-



第 5図  1工区水田平面図 (S:1/100)

している。水田のレベルはほぼ平坦であり、標

高はほぼ6。 63mを測る。検出された範囲内では

水日は全く検出されておらず、畦畔越 しの掛け

流 し方式であったと考えられる。

水 田の耕作土は褐灰色シル ト質極細砂 で

あり、褐鉄鉱の集積は認められなかった。本遺

跡の西側に位置する松縄下所遺跡では、本遺跡

に隣接する所は水田を検出 していないが、約

100m西側の微高地上には中世の水田が検出さ

れた。以上のことにより、この水田は広範囲に

広がっていたものでなく、限られた狭い面積に

営まれたものと考えられる。すなわち、局地的

な小規模な水 田である。その成立要因として

は、 S R101と 近接することから起こる不安定

な地形と洪水の危険性が挙げられる。

水田①のほぼ全面で検出された足跡は、不規

則な向きを示 しているが、その大きさから大人

のものであると考えられる。さらに多数の稲株

痕も検出された。他の水田では足跡は検出され

なかったが、若干の稲株痕は見られた。

第 6図 水田足跡平面図 (Si1/80)

。持守

ぴ帆か
°°

ュ⑥Ь
kЧ計も。
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色  IJH

胎  ト
口径 底径 器 高 外 内

1 ■R市 器    甕 日縁部は大きく外反する。全面摩滅 随貢橙 10YR7/2 橙 7 5YR6/6 細～粗砂

杯 H6 底部は切り離し後に回転ヘラ削り。高台 黒褐 25Y3/1 黄灰 25Y6/1 細砂 多量

3 須忠器   蓋 (18) ・
Il転ナデ。 口縁 部は短 く直 立す る。 天 N5/0 灰 白 N7/0 密

ヨ転ナデ 更白 N8/ 微砂若
「

含む

第 7図  1工区水田出土遺物 (Si1/4)

出土遺物 遺物の出土は水田という性格から言つて当然少量である。遺物は、土師器甕 (1)、 同イ

(2)、 須恵器イ蓋 (3.4)で あり、土器の小片である。

1は 日縁部のみ残存する。日縁部は頚部から強く外反 し、日唇部は面をなす。内外面とも摩滅 して

いるため調整は不明である。

2は底部のみであるが、内面は剥離 してお り原形を保つていない。高台部は回転ナデ、底面は切 り

離し後に回転ヘラケズリが施される。

3は低い器高で日縁部がわずかに直立してお り、外面の稜は明瞭である。日縁都と天丼部の境部分

の器厚は若千薄くなつている。 4は天丼部のみ残存する。

2 自然旧河道

S R101 (第 8～ 12図 )

1工区の水田東側において検出された自然旧河道である。第 1節で前述 したように、この旧河道は

微地形環境分析に基づき野田池の南側から北東方向に流れる旧河道であると考えられる。 1工区の東

側は旧河道の範囲となつている。

S R101の規模は東岸付近が未調査部分となっているため正確な幅の数値を明らかにすることができ

なかつたが、 1工区の東側が河床 となつていることから幅40m以上を測る旧河道であると考えられる。

調査面積が狭いため流れる方向は不明瞭な点が多いが、検出された範囲内での西岸の方向は南西―北

東方向を示 してお り、旧河道の方向も同様であろう。確認面の標高は6。 70m前後である。西岸は比較

的緩やかな傾斜で落ち込んでいる。河床は非常に凹凸が著しく、基盤は砂礫層となっている。最深部

は調査区南壁の中央やや東寄 りの位置と調査区ほぼ中央付近の 2点 にあり、確認面からの深 さは約

0.90～ 1.00mを 測る。西岸よりの南西部には河床がやや高くなつている部分がある。この高まりの基

盤は白黄色シル トであり、平面形は三角形を呈す。周囲との比高差は約0,30mを測る。高まりの西側

には、幅約0.60m、 深さ約0.10mの溝状の落ち込みが検出された。

旧河道内の上層の堆積状態は自然なレンズ状堆積を示 している。土層の堆積は西岸付近の河床から

始まってお り、つぎに中央部から周辺部へとしだいに堆積が広がっている。第 1段階の土層は褐灰色

シル ト質細砂+灰 白色細砂、白灰色細砂を含む灰褐色シル ト質細砂、灰白色中～細砂十小石+灰褐色

シル ト質細砂の 3層である。第 2段階は上層から灰白色細砂を含む鈍い黄橙色シル ト質極細砂、灰白

色中～細砂十小石、白色細砂を多量に含む褐灰色シル ト質細砂である。全体的に堆積土層中には多量

の中～細砂が含まれてお り、河川特有の堆積層である。

遺物は、ほぼ全ての堆積層から出土するが、特に河床直上において遺物の出土数が多い。出土した

土器が示す年代は弥生時代後期から中世までの非常に長い期間となっている。

-14-



第 8図 SR1 01平・断面図 (Si1/100)
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第 9図 SR101動物遺体平面図

(S : 1/40)

0       1m

第10図  SR1 01加 工木平・断面図

(S i 1/40)

出土遺物 前述したように出土土器は弥生土器から中世の土器まで含まれており、長期間にわたつ

て河川であつたと考えられる。河床直上において、土器 ともに動物遺体 (顎骨と歯)、 加工本が出土

した。動物遺体は調査区中央やや東寄りの位置 (第 8図 C一 D)から出土した。専門家の鑑定を行つ

ていないが、馬あるいは牛であると思われる。

遺物は、弥生土器壷 (1,2)、 同甕 (3～ H)、 同高郷 (12)、 同鉢 (13,14)、 土師質土器坪 (15,16)、 須恵

質土器椀 (17)、 須恵器壷 (18,19)、 同甕 (20～ 23)、 同蓋 (24)、 同郭 (25)、 同高坪 (26,27)、 同磁 (28)、

青磁碗 (29,30)、 土師質土器土鍋 (31)、 同鉢 (32)、 さらに石製品(33)と 加工木 (34,35)が ある。

1は 日径17.6cmを 測る大型の壷で、日縁端部に凹線文を 1条巡らす。内外面とも摩滅が著しく調整

は不明である。 2は頸部と胴部上位のみ残存する。頸部は直立し、胴部との境は明瞭である。頸部の

調整は外面ヨコナデが施され、内面には絞 り目がある。胴部は内外面とも摩滅 している。

8, 4は 、く字状口縁であり、日縁端部はわずかながら上方に拡張され、面をなす。日縁部は内外

面ともヨコナデ、胴部内面はナデが施される。 5, 6はやや緩やかに外反する日縁都と張りの少ない

胴部の窪であり、日縁端部は丸く収まる。日縁部は内外面ともヨコナデである。 7はほぼ球形の胴部

であり、器壁は薄い。外面の調整はハケメの後にナデ、下位にはヘラミガキが施される。内面上半は

指頭圧痕、下半はヘラケズリが施される。外面に黒斑が見られる。若干肩部の張る8はほぼ一定の器

壁であり、外面の調整は縦方向のヘラミガキが施される。内面は剥離が著しいが、部分的にナデとヘ

ラケズリが残存する。最大径以下の外面には煤、黒斑が付いている。 9～ 11は底部片であり、 9の胴

都と底部の外面にはハケメが施される。

12は 円盤充填の高イで、脚部は大きく広がる。

13は 半球形の胴部の鉢で、胴部と頸部の境にわずかな稜を持つ。大型の鉢である14は外面に明瞭な

稜を持ち、日縁部は直立する。日唇部内面には段がある。

15は 日径 と底径の比率が大きく、底部から緩やかな角度で立ち上がる。体部は直線的である。 16は

底部片のみであり、底面は回転ヘラ切 り後に手持ちヘラケズリが施される。

非常に低い高台を持つ17は内面に細かいハケメを施し、底面は回転ヘラ切 り後に回転ナデが施され

る。

18は底部から急傾斜で胴部が立ち上がり、高台の断面は方形を呈する。19は ほぼ垂直に近い角度で

-17-
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10cm

嘲降 ケチ 器  種
法  駐 (cm) 形 態 。 手 法 の 特 徴

色

外

調

内
胎  士

口 径 llt径 器「蔚
鈍 黄橙 10YR6/3 灰 貴褐 10YR6/2 石英、長石、角関石

2

176 (59)

弥4:に器  篭

輔イRJ士 満 ↓ 休 ftt liヨ コナデ、内面は しぼ り田 珀黄橙 10YR7/3 at黄橙 10YR6/3

3) 勝

"
沌黄褐 10YR5/3 鈍黄褐 10YR5/4

(11) 1縁部は ヨヨナデ 鈍褐 7 5YR5/4

中 るが、 ‐部にヨコ上デが残る

61 (16)

"が
、「1縁部外面1■■■生二企≧登 協灰 7 5YR6/1 協灰 7 5YR5/1 長石 、角閃石

７

　

一　

８

(116)
外 llIIは ハ ケ 出後 にすデ )内 面 L半は指吸丹:展 、 卜半

鈍黄褐 10YR5/4 石英、長石、角閃石

(158)

(28)

(1 7)

(〔〕0)

(79)

(83)

外面 ド半はヘ ラ ミガキ 内臣iは ナブ 、ヘ ラケ ズ リ,外
鈍褐 7 5YR5/4

こ黄褐 10YR5/3

血皆活 10VR6/3 飾 黄橙 10YR6/J 長石、角閃イf

1(

【5Y4/1 浅 黄 25Y7/3 石 英 、 長石

橙 7 5YR6/イ 1 灰黄褐 10YR6/2 石英、長石、角閃fl

筆橙 10YR7/2

口縁 部はほぼ直 立 し、内外画 と )ヽ摩滅 7 5YR6/∠ 1 前褐 7 5YR5/4

第11図 SR101出 土遺物 (1)(Si1/4)

喬 ケ」 器 flf
γた   `葺  (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  '
外 内

mitt I無  材く 呵転すブ 1丈 白 10YR8/2 淡黄 25Y8/3 微～細砂

(()6) lltr面 は,呵転ヘラ切り後に手持ちヘラケズリ 淡黄 25Y8/3 うてビ12 5Y8/2

7 夕i点宙 |:器  椀 5 1 51 (23) 伸1転 ナデi内山iは細かいハケメ 灰 r, 2 5Y7/1 炒〔r12 5Y8/1

ケl li県 12 (11) 回転ナデ 貼付 占i十 ,

「ヅて「1 /

1 (8 2) い1拡ナデ,底部から急傾斜で立ち Lがる X N6/

夕ri点 器   変 122 (27) 底市i中 央1点ヘラナデ、周辺は未調整 ,回転ナデ 丈 N7/

(12 外 I価格 子状 タタキ メィ 内面 行海波状 タタキメ ナノCr'N8/

22 1) 外 面 平行 タタキメ 力(N5/

(54) 外苗i格 子状 タタキ メ 〃(N6

夕:点 器    4ii 116 (25) 呵はすデ,外面にイf卜の稜を,
H8 底面l■切り離し後にすデ.内外niに棒状黒政[イ「り

(29) Ⅲl転 ナデ
「

)を N5/ 》(N6/ 密

r市 1「 島冬の

'現

1繰  謝 141H^外 hiliハケ メ 天策褐 10YR6/2 吹策 25Y6/2 微～細砂

(53) ARの体許ヽ ti位 破片 魯りに文 天75Y6/1 吹 止+75Y7/1 微砂多壁

古 磁  碗 H8 (52) 型 灰オ リーブ 5Y6/ 密

(27)
1樹 $ (32) lfr�

`が

やや 尖が る 摩滅 鈍 黄橙 10YR6々】 沌黄橙 10YR7/2 れ砂多監、微礫

い市質 i:器  鉢 27 0 1) ‖Hヤ タヽトIniに ;推政[イ「り 黄栂 10YR6/2 細礫 、微砂

1撃1下
挫鴇庁十鍔 ∈二十姓翠1虹

|―
鞘 将 誤桜 紺 駒 前 緯

―
(第 12図 )
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第12図 SR101出土遺物像)(Si1/4、
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胴部が立ち上がる。高台の断面は逆台形を呈す。

20は大甕の底部片で、底都中央がやや窪む。胴

部の立ち上が りは緩やかである。底面中央の調整

はヘラナデ、周辺部は未調整である。

21,23は外面に格子状タタキが施され、21の内

面には青海波状タタキがある。 22の外面は平行夕

タキが施 されている。

24は外面に天丼部と口縁部の境の稜を持ち、器

厚は薄い。

25は 口径 15cm、 底径 H.8cm、 器高 2 cmを測 り、

非常に浅い器形である。底面は切 り離 し後にナデ

が施 される。 日縁の内外面と体部外面に棒状黒斑

がある。

26,27は高不の脚部で、26は大型である。27は

5状の沈線が巡 り、外面にはハケメが見 られる。

28は醜の胴部上位であり、外面には 2条の沈線

と櫛原体の押圧文がある。

29は若干内湾する体部 と外反気味の口縁部を持

ち、内面に草文の片刃彫 りが施 され、30の外面は

錆連弁文が見られる。

31は土鍋の日縁部、32は 日径27cmを測る鉢。

34,35は河床直上に並んだ状態で出土 した杭で

ある。34は全長126cmを測 り、先端部は 4方向か

らの鋭利な加工が行われる。先端はつぶれてい

る。基部は鋸によつて主軸直交方向に切断されて

いる。35は全長98。 lcmを 測 り、先端部は 5方向か

らの鋭利な加工が行われている。先端は34と 同様

につぶれている。基部は 1方向からの加工の後で

折られてお り、ささくれ立っている。34,35共に

数力所の明瞭な枝払いが見られる。

2) 包含層出土遺物  (第 14,15図 )

包含層から出上 した遺物には、須恵器郭 (1)、

瓦器椀 (2)、 磁器皿 (3)、 染付碗 (4)が あ り、近世

水田からは土師質土器土鍋 (1)、 同こね鉢 (2)、 須

恵器鉢 (3)、 陶器碗 (4)が 出土した。

0                     20crn

―①

日

�

績

番 サ 器  ra 現イE長 (cm) 1■径 (cm) 特徴

加
「

木 基部は 主tllⅢ

lE交
の切断  先端 部は 4方向か ら明陳な加 L 明陳な枝払ラ

98 1 )8 チkH`は 1方向から加 L 先端脚∫は5方 向からりl陳な加 に 枝払い

第13図 SR101出土遺物 (働 (Si1/6)
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。手 法 の 特 徴
色  lJH

胎  土
日径 底径 器高 外 内

1 須恵器   杯 (1 1) 回転ナデ。底面は回転ヘラ切り後にすデ 吹白 75Y7/1 灰 白 5Y7/1 隊～細砂

2 瓦器     椀 全面ヘラミガキ。内面に圏線ヘラミガキ う宅N5/ うてN4/

3 磁器     皿 全面釉 (釉 )

明オリーブ灰

2 5GY7/1
密

4 染付     椀 見込み に 「寿 I 灰白 5Y8/1

第14図  1工区包含層出上遺物 (S:1/4)

第15図 近世水田出土遺物 (S:1/4)

2.2工 区

2工区は 1工区の東側に位置 し、その間に住宅があるため未調査区となっている。調査区の全長は

約30mであり、東西方向の現有水路によつて分断されている。調査は工程の都合で北側を先行 して行

い、南側は後で行つた。基本的な土層の堆積は、上位より現水田耕作土・近世条里型水田の灰白色シ

ル ト質細砂であり、部分的に灰褐色シル ト質細砂 。褐灰色シル ト質細砂が見られる。

検出された遺構は弥生時代の旧河道 と近世の掘立柱建物、土坑、溝のみで非常に希薄である。

移1

第16図  2工区遺構配置図 (S:1/400)

万 司 壬
0             10m

趨
―

図
―

l

0            10m

Ａ

く
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色 FJq

男台   1
日径 底 径 器高 外 内

1 上師質 土器 と鍋 (41) 日縁部ヨヨナデ。体部内外面ともナデ 鈍褐 7 5YR5/4 舶黄褐 10YR5/4 微～細砂

2 上EF質 上器こね鉢 外面摩滅。日縁部内面ヨヨナデ 浅黄 25Y7/3 瞳 2 5YR6/6 細砂若千

3 須恵器   鉢 口縁端部は拡張。日縁部ヨコナデ。内面一部に指すデ うてN6/ 密

4 陶器     椀 全面和 (釉 ) 灰黄 25Y7/2

SK203

-21-



1) 弥生時代

1 自然旧河道

S R201 (第 17～ 19図 )

2工区の南西から北東にかけて検出された自然旧河道である。確認面は黄灰色シル トの地山であり

そのレベルは標高6.60～6.70mである。 S R201の検出された方向は南西―北東であり、ほぼ直線的に

延びている。検出された幅は約15mを測 り、深さは最も深い所で20cmであるが平均すると10～ 15cmで

ある。非常に浅い旧河道である。河床はほぼ平坦であり、南端と北端のレベルも殆ど同一である。 2
工区の南側においては S R201の 掘 り込みは非常に浅くなり、不明瞭となっている。

埋土は上位から黒褐色シル ト質細砂 と黒褐色シル ト質細砂+褐灰色細砂の 2層であるが、下層の上

は東西の両岸付近のみに見られ、大局的には単一層である。遺物の出土は調査区北側に集中してお り

南側はほとんどない。

出土遺物 出土した遺物の大部分は土器であり、完形はなく小片のみである。遺物としては、弥生

土器壺 (1～ lo)、 同底部 (11～ 18)、 同高イ (19～ 24)、 同製塩土器 (25,26)、 さらに土錐 (27)が挙げら

れる

1は直立する頸部から強く外反する日縁部を持ち、日縁端部は面をなす。内外面とも摩滅する。 2

イま「く」宇状日縁で、ほぼ水平に広がる。日縁部が外反する3の端部は上下に拡張し、 6は外面に 1

条の凹線を巡らす。 4は受口状の日縁である。 5は水平な口縁部で、端部は上下に拡張し2条の凹線

を巡らす。 7の 日縁端部は下方に若干拡張し、非常に浅い凹線の痕跡が残る。 8は 日径27cmを 測る広

日壺であり、日縁端部は上下に大きく拡張する。外面に 2条の凹線の痕跡が一部見られる。 9は外反

する日縁部から急激に内傾する複合日縁の壷である。

11～ 18は底部片である。15は上げ底気味、16はやや丸みのある底部であり、その他は平底である。
一部にヘラケズリのある11と ナデの14を 除き摩滅 している。

19は外面に稜を持ち、日縁部は外反気味に立ち上がる。20は直線的な口縁部で外面に浅い凹線が巡

る。日縁端部内面に段を持つ。21は大型の高不であり、外面の稜を境にほぼ直線的に立ち上がる。22

～24は高不の脚部であり、23の裾部は上下に拡張し凹線 1条が巡る。

25,26は製塩土器の底部であり、低い脚台を有する。26は左右不対称であり、外面はヘラケズリが

施される。

27は土錘の破片である。上端は平坦な原形を残 しているが、それ以外は破損が著しい。

2)近 世

1 掘立柱建物

S B201 (第 20図 )

2工区中央の北端において検出された掘立柱建物である。検出されたのは 3個の柱穴のみであり、

その他は調査区外に広がっていると思われる。このため建物の平面形、規模は不明であるばかりでな

く、掘立柱建物である明確な根拠もないが、一応ここでは掘立柱建物として報告する。

確認面のレベルは標高6.50mである。 3個の柱穴は東西方向にほぼ直線的に並んでいる。柱穴の平

面形は円形ないし楕円形を呈する。 P-1は 直径40cm、 深さ15cmで あり、P-2は 直径40× 55cmの精

円形をなし深さは38cmを 測 り、掘 り方に段を持つ。 P-3の 直径は30cmを 測 り、深さは14cmで あり、

段を持つ。柱穴の埋土は 2層である。

出土遺物 遺物は数点の弥生土器片 と陶磁器片のみであり、図化できるものはなかった。
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第17図 SR201平面図 (Si1/100)
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  aH

胎  |
口径 底径 器 高 外 内

1 弥生上器   こ (28) 直立する頸部から強く外反。摩滅 鈍黄橙 10YR6/4 イ1英 Itイ ,、 Irl閃 イ

146 (17) 頸部は直立、日縁部はほぼ水平に広がる。摩滅 地褐 7 5YR5/`1 長イ「、 rFl関 イ「

140 (29) 口縁端部はと下に拡張。摩滅 地黄掲 10YR5/4 微 ～細砂

(22) 複合同縁気味。摩滅 明赤褐 5YR5/6 地褐 7 5YR5′ /J イf英 、長イf、 角閃イ

12 6 (1 3) 口縁端部は上下に拡張し、 2条の凹線有り。 地権 7 5YR6/4

(25) 口縁端部は下方に拡張し、凹]線有りゃ頸部外面にハケメ 鈍褐 7 5YR5海
7 (1 1) 口縁部は大 きく広が る。摩滅 橙 7 5YR6/6 珀黄橙 10YR6/4

270 (44) 日縁部は大きく広がり、端部は上下に拡張ゥ摩滅 切赤褐 5YR5/6 知橙 7 5YR6/4 細～粁l砂

198 (68) 複合 口縁。摩滅 施貞橙 10YR7/2

10 (34) 牛面に刻 目突持 文し 内面に輪積み痕がある 黄灰 25Y′ 1/1 鈍橙 7 5YR7/4 イF英 、長イ

11 弥生土器 (28) 全面摩滅するが、外面にヘラケズリが一部残る 明褐灰 7 5YR7/2 黒 N15/
(23) 平底。摩滅 褐 7 5YR4/3 鈍褐 7 5YRYR5/4 イ「英、長イi、 角lAlイ

13 (23) 若千 Lげ底気味。摩 滅 鈍禍 7 5YR5/4 灰 貢褐 10YR6/2

54 (22) 平底。ナデ 掲灰 10YR4/1 鈍黄桂 10YR6/4

15 (20) 若 干上げ底。摩滅 at黄褐 10YR5/3 灰 黄褐 10YR5/2 llcイ

(2 3) 外面に黒班。摩滅 鈍黄橙 10YR6/3 イf英 、長イF、 角閃イf

17 (35) 平底。底部の器をは厚い。摩滅 鈍黄褐 1 0YR5/3 英、長
18 76 (24) 平底。摩滅 褐灰 10YR4/1 灰貢櫛 10YR6/2 長石、角閃イi

第18図  SR201出土遺物 (1)(Si1/4)

22 23

0            1010cm

熱
25

第19図  SR201出土遺物 (2)(Si1/4)
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番 生 器 種
法  壁 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色  調

胎  上

口径 底 径 器高 外 内

弥生 に器  高杯 外面に稜を持ち、日縁部は外反。前面摩滅 灰黄 25Y6/2 鈍 黄橙 10YR7/2 石英、長石、角FAR石

ヨ唇部が急激に細くなる。内外面に凹線 鈍黄橙 10YR6/4 長石、角閃fl

21 外面に稜を持ち、日縁部は細くなる。摩滅 鈍橙 7 5YR6/4 石英、長石、角閃石

174 ほぼ直線的な脚部。内外面ともナデ 微～細砂

脚裾部は肥厚 し、外面に凹 1条 鈍褐 7 5YR5/4

20 0 (′ 11) 大きく広がる脚部。摩滅 鈍 黄橙 10YR6/3 鈍黄橙 10YR6/4 石 英、長子f、 角閃石

弥生 |:器

製塩 I:器
脚台のみ残存 裾部は不整形っ摩滅 明赤褐 2 5YR5/6

34 不整形 な形態。外 面ヘ ラケズ リ、内面ナデ 脳灰 10YR4/1 黒褐 25Y3/1 長石

27 |:錘 中央に直径 l cmの孔し破損が著し� 施黄橙 10YR6/4 微砂

(第 19図 )

2 土坑

S K201 (第 21図 )

2工区西端部の中央において

S R201と 重複 して検出された。

確認面のレベルは標高6.50mで

ある。平面形は隅丸方形を呈し、

一辺 1.15mを 沢1る 。深 さは25c田

で、掘 り込みは緩やかである。

底面は平坦である。埋土は 3層

に分けられるが、明オ リーブ灰

色シル ト質細砂 と灰 白色シル ト

質細砂が大部分を占める。

出土遺物 数点の弥生土器片と土師質土器片・陶磁器片が出土 したが、図化できなかつた。

S K202 (第 22図 )

2工区中央の東寄 りにおいて S D201と 重複 して検出された土坑であり、S D2011こ 切 られる。

平面形は精円形を呈 し、南北方向の長軸は現状で98cmを 測 り、短軸は80cmである。確認面のレベル

は標高6.50mであり、確認面か らの深 さは10cmで ある。掘 り込みは非常に緩やかである。埋土は白灰

色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の土師質土器片・陶磁器片のみであ り、図化できるものはなかつた。

P-1

▲
③

Ｐ・２⑨ Ｂ

一

Ｐ・３⑥
灰白色シルト質細砂

(75Y7/1)
灰色シルト質細砂

(75Y6/1)

0         2m

1/80)

1 明オリーブ灰色シルト質細砂

Q5GY7/2 帷 ブロック)

2 灰白色シルト質細砂

(75Y7/2)
3 淡黄色シルト質細砂

(75Y7/3)

1 白灰色シルト質極細砂

(75Y7/1)

32旦 A6,600m        二

0             1m

lm

笏

第20図 SB201平 ・断面図 (Si

第21図 SK201平・断面図 (S:1/40)
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第22図  SK202平 ・断面図 (Si1/40)



S K203 (第23図 )

2工区中央の東端において単独で検出された土

坑であり、検出できたのは全体の1/4である。

平面形・規模は不明であるが、不整円形 と考え

られる。確認面のレベルは標高5。 80mであり、検

出された部分内の深さは52cmで ある。理土は灰 白

色シル ト質極細砂が大半を占め、底面直上に灰オ

リーブ色シル ト質極細砂が薄く見られる。

出土遺物 数点の陶磁器片のみである。

S K204 (第24図 )

2工区南束隅において単独で検出された土坑で

ある。 S K205の 西側に位置する。

平面形は隅丸長方形を呈し、長辺の中央部が若干

くびれる。規模は南北方向の長辺が1.21m、 東西の短

辺0.70mを測る。確認面のレベルは標高6.20mで あ

る。底面はほぼ平坦である。理土は人為的に埋

められたと考えられる。

出土遺物 数点の陶磁器片のみである。

S K205(第 25図 )

2工区南東隅において検出された土坑であ

り、 S K204の 東に位置する。上坑の東半分

は調査区外 となつている。

平面形は直径 1.76mを測る不

整円形である。確認面のレベル

は標高6.20mであり、深 さは15

cm前後である。底面はほぼ平坦

である。埋土は単一層である。

出土遺物 数点の陶磁器片の

みであり図化できなかつた。

S K206

2工区南東隅に検出された落

ち込みであり、平面形・規模は

不明である。確認面のレベルは

標高6.20mであり、深 さは 5 cm

である。埋土は灰 白色シル ト質

極細砂の単一層である。

出土遺物 数点の土器片である。

第23図 SK203平 ・断面図 (S:1/40)

Ａ
一

1 灰白色シルト質極細砂

(5Y7/2 Feを合む)

2 灰オリープ色シルト質極細砂

(5Y6/2 グライ化)

0       1m

灰白色シルト質極細砂

(25Y7/1 Feを 若干合む)

黒褐色シルト質極細砂

(10YR 3/1 1層 を含む)

1層と同じ

0            1m

掲灰色シルト質極細砂

(5YR4/1 粘性強い)

1/40)

A6,300m Ｂ
一

第24図 SK204平・断面図 (S:1/40)

A6,300m

第25図 SK205平・断面図 (S:

-27-



3溝
S D201 (第26図 )

2工区中央を東西方向に延びる現有コンクリー ト水路の北側に検出された溝で、現有水路の改修以

前の構であると思われる。北岸のみの検出であり、幅は不明である。断面はU宇状を呈 し、深さは15

cmを測る。埋土は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物には弥生時代の遺物 (9,14)が 含まれるが、大半は近世～近代のものである。1～ 4は

陶磁器、5, 7, 8は土師質土器橋 り鉢、 6は同羽釜、H,12は 同土鍋、10は須恵器甕、13は道具瓦

である。

1

2

く盛 | ツ3

り6

71~/4

12            °               10Cm

5

0              5 cm

∩
釧

凹

○

λ
削
刑
膠
０

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土
日径 底 径 器 高 外 内

1 陶器    蓋 16 日唇部 ヨヨナデ。 天丼部外 面ヘ ラケズ リ、内面ナデ 赤褐 10R4/4 赤褐 10R5/4 密

2 陶器    碗 H8 器高が浅いっ 前面和               (釉 ) 刀緑灰 7 5GV3/1

3 染付    碗 外面に草文の染付                (釉 ) lt 5GY8/1

4 磁器   猪 日 (22) 体部は直線的、 口縁 部は若 千外反 天白 N8/

5 七師質土器播鉢 回縁部は直線的に内傾 し、わず かな凹線 を有す る 天白 N7/ 微 ～細砂

6 土師官 上器羽釜 日唇部はヨヨナデ、体部はナデ 灰白 10YR8/2 微 砂

7 土師質 土署 外面に 3ヵ 所の輸稽み痕_条溝 5本残存 蠅貢橙 10YR7/2 鈍黄橙 10YR6/3

8 1面 に粂溝 m薔橙 10YR7/3 匿 7 5YR6/6 微～細砂

9 弥生 上器  鉢 (73)
口縁部は直立し、「1唇部内面に稜を持つ。体部外面へ

ラケズリ
珀橙 7 5YR6/4

須忌器    甕 (4 2) 日感 部 は 下方 に看 千肥厚 す る。 内外 面 とも ヨヨナデ 又 N6ノ 灰 白 N7/

11 土師質 土器 土鍋 卿主軸方向にナデ 、指押 え 天貢 4B10YR6/2 細～粗砂、礫

Hl主軸方向にすデ、ヘラクズリ 現褐 灰 5YR7/2

道具瓦 L面はヘラナデ 文 75Y6/1

番 号 器  種 現在 長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 さ (g) 材質 特徴

石包 丁 146 サヌカイ ト 剥離が著 しく、刃部 と挟 りに細かい調整 を施す

第26図 SD201出土遺物 (Si1/4、 1/2)
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3) 包含層出土遺物  (第 27図 )

とは玉縁状口縁の須恵器甕、 2はやや上げ底気味の底部である。 3, 4は高台を持つ須恵器椀で、

3の高台は逆三角形、4は シャープな高台である。 7は底径37cmを 測る須恵器硯である。 8の瓦器椀

は内面にヘラミガキの後に暗文を施す。 9～ 13は 土師質土器、14,15は磁器碗である。16は石包丁。

く
~~~==~言

電憂房
ヲπラ′8

===i;〉正三三二

9

マ 荒
~R

式 =6

~    X12「¬ ザ14

漁13 ~ ラ
0               1 0cm

0              5 cm

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  上
口径 底 径 器 高 外 内

1 須恵器   甕 (40) 口縁部は玉縁状。内外面ともヨヨナデ
オノープ灰

2 5GY5/1
黄灰 25Y4/1 粗砂

2 須恵器 (23) ]転ナデ 灰 N5/ 灰 N6/ 微～細砂

3 須忘器   椀 H8 (20) 貼付高台の断面は逆三角形。回転ナデ 灰 自 N8/

4 110 (15)
回転すデ。底面は回転ヘラ切り後にナブ。高台の断面は

台形
灰 白 10Y7/1 微砂若 千

5 須恵器  甕 (26) 回転ナデ 青灰 10BG5/1 青灰 108G6/1

6 須恵器  高杯 (46) 灰 N6/ 微～細砂

7 須恵器   硯 (52) 回転ナデ。沈線。ヘラによる押圧文 災白 N7/ 灰 N6/ 微砂

8 瓦 器 椀 132 (16) 外面ナデ。内面ヘラミガキ後に暗文 灰 N6/

9 L師質 土器 こね鉢 ナデ 鈍黄橙 ЮYR7/4 鈍黄橙 10YR7/3 微～細砂

土師質土器土鍋 (28) ナデ.輪積み痕 鈍褐 7 5YR5/4 鈍黄橙 10YR6/4

11 上師質土器焙烙 (09) ナデ 暗褐 1 0YR3/3 地貢橙 10YR6/3 隊砂石 可

12 と師質土器羽釜 23 2 口唇部は内傾。摩滅 鈍黄橙 10YR6/4 鈍褐 7 5YR5/4 微～細砂

(24) 橙 7 5YR6/6

14 磁 器 碗 (33) 亘立気味の体部 灰 白 75Y7/2 密

15 (24) 見込みに沈線 上条。 天白 5Y7/1
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番 ケ 器  穂 現在長 (cm) 最 大幅 (cm) 最大すギ(cm) 竜さ (R) 材 質 特徴

イ「包 〕 10 サヌカイ ト 刃部、背吉るに細かい調整

第27図  2工区包含層出土遺物 (S:1/4、 1/2)



3.3工 区

3工区は遺跡の中央から東に位置 し、東西両端は現有水路 と道路が南北に走つている。調査区中央

をほぼ東西方向に道路が通つているため、 3工区は南北に分断され、さらに、東寄 りの位置には南北

方向のコンクリー ト水路があり東西に分けられる。すなわち、 3工区は4分割されたような状況であ

る。南西隅には住宅があり未調査である。

3工区の全長は102mを測る。調査以前の水田の標高は6。 40～ 6.50mで あり、西側から緩やかに東

側に低 くなっている。 2工区東端との比高差は約25cm低 く、 4工区西端より約80cm高 い水田である。

遺構は調査区のほぼ全域において検出され、本遺跡内では遺構・遺物の検出頻度が最も多い工区で

ある。検出された主な遺構は、弥生時代の構 と近世の土坑である。溝は調査区中央に集中している。

中央部やや東寄 りにおいて、礫が長さ約 2m、 幅40cmの 帯状に露出するところが 2ヶ 所検出されたが

遺構でないと断定 し調査を行わなかった。 しかし、平成 7年に調査された高松市の 「松林遺跡」にお

いて、粘土層の下から噴き出している数cm～拳大の礫が長さ3m、 幅40cmの 帯状に検出され、これが

噴礫であると確認 された。本遺跡の礫は噴礫の可能性も考えられる。

基本的な土層は、最上位には現水田耕作土があり、その下には 2ないし3層の近世条里型水田の灰

白色シル ト質細砂、中世以前と推定される条里型水田の灰褐色シル ト質極細砂、褐灰色シル ト質極細

砂が堆積する。これらの水田層は土壌層 と褐鉄鉱の沈澱する非土壌層に分けられ、それ らの薄い層が

交互に堆積する。遺構確認面である地山は中央付近を境に異なっている。東側は淡黄色シル トの高松

平野で一般的な地山であるのに対 して、西側は砂礫層 と褐灰色シル ト質細砂であり、遺構検出が非常

に困難であつた。

1) 弥生時代

1溝
S D301

8工区西端において検出された溝である。確認面のレベルは標高6.20mである。検出された全長は

1.80mの みであり、幅は50cm、 深さ5 cmを測る。溝の方向は南北であり、南側は削平されている。埋

土は灰褐色シル ト質極細砂の単一層である。遺物の出土はなかった。

S D 302 (第 28図 )

3工区西端において単独で検出された南北方向に延びる溝である。確認面のレベルは標高6.80mで

ある。溝の幅は50～ 80cm、 深さは 5 cmを測 り、断面はU宇形を呈し、底面は平坦である。埋土は黒褐

色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 数点の弥生土器が出土したが、図化できたのは甕底部 (1)のみである。

0             10cm

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色  調

胎  1
口径 底 径 器 高 外 内

1 弥 生上器  甕 若千上げ底気味。摩滅 鈍橙 5YR6/4 天白 25Y8/2 石英、長石

第28図 SD302出土遼物 (Si1/4)
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SD302  SD304 sD305  sD307

咀 う 彎 冨 報 錢 螂 柴

SD307

第29図  3工区遺構配置図 (S:

SD312

1/400)

0             1om



SD303
SD304

SD306

SD304

黒褐色シルト質極細砂+
にぶい褐色細砂

(7 5YR 3/1+5/3)
灰褐色シルト質細砂

(5YR 6/2)
白灰色細～中砂

(7 5YR 8/1)

6

7

SD306

黒褐色シルト質細砂

(5YR3/1 小石を若干含む)

灰白色中砂 (75Y8/2)
灰白色細砂 (25Y8/1)

第30図  SD303～306平・断面図 (S:1/40)

BA6,400m

SD303

黒褐色シルト質極細砂

(7 5YR 3/1)

SD305

にぶい褐色シルト質極細砂

(7 5YR 5/3)

褐灰色シルト質極細砂十灰白色

糾H砂 (7 5YR 6/1+10YR 8/1)

褐灰色シルト質細砂

(5YR5/1 砂,小石を含む)

黒褐色シルト質極細砂

(5YR2/1)
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S D303 (第 30図 )

3工区中央やや西寄 りにおいて検出された溝である。 S D 304の 西肩を切つており、さらに重複する

溝の中で最 も新 しい時期の溝である。

確認面の レベルは標高6.30mで ある。検出できた溝の全長は 3工区北側のみの約6.00mであり、南

側は未調査である。溝の幅は50～ 90cmを測 り、一部細くなつている部分がある。深 さは15cmで、断面

は浅いU宇形を呈する。溝の方向は南南西―北北東である。底面のレベルは南から北へ下が り、比高

差は 6 cmで ある。埋土は黒褐色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の弥生土器片のみであり、図化できるものはなかつた。

S D304 (第30,31図 )

3工区中央やや西寄 りにおいて検出された溝であり、 S D 303に は切 られるが S D305,306を切つて

いる。

確認面の レベルは標高6。 30mである。検出することができた溝の全長は 3工区北側のみの約6.00m

である。溝は若千湾曲気味で南北方向に延びる。幅は南端で1,40mで細くなっているが、北側になる

と次第に広 くなり北端では2.40mを測る。深 さは30cm前後であり、底面は南から北へ緩やかに低 くな

つている。その比高差は約10cmである。断面はU字形を呈する。埋土は 3層の自然堆積である。

出土遺物 埋土中より弥生土器甕 (1)、 同鉢 (2,3)、 須恵器平瓶 (4)、 他に弥生土器片が出土 した。

1は平底の底部で、胴部は急傾斜で立ち上がる。外面の調整はナデとハケメが施 され、内面は摩滅

して調整は不明である。 2は小さな底部の鉢で、外面の調整はハケメが施 される。底部外面と胴部下

位にはナデが見られる。内面は摩滅する。 3は底部中央に孔を有する鉢で、内外面とも摩滅 している

が一部にヘラケズ リの痕跡が残っている。

4は平瓶であり、日縁部は内湾する。外面に 1条の沈線が巡る。

阻 υ 0               1 0Cm

番 ケ 器  種
法  曇 (cm)

形 態 ,手 法 の 特 徴
色  調

胎  と
日径 底径 器高 外 内

1 弥4二 !=器  甕 平底.外面はナデ、ハケメ 橙 5YR6/6 暗灰 N3/ 石英、長石、角閃石

弥生 に器  鉢 34 胴部外 面はハケメ。底部 はナデ 燈 2 5YR7/6 協灰 10YR5/1 石英

3 底部中央に子し。内外虚iヘ ラケズリ 鈍黄橙 10YR7/4 石英、長石、角関石

1 須忠器  F`瓶 74 回転ナデ。外面に沈線 1条。 内面に輪積み痕 灰 白 N7/ 密

第31図 SD304出上遺物 (Si1/4)

S D305 (第30, 32図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された溝である。 S D 304,306に切られてお り、重複する4本

の溝の中で最も古い溝である。 3工区南側では S D 808の上面に検出される。

確認面のレベルは標高6.30mで ある。溝の方向は南一北を示し、調査区北側ではS D306と ほぼ同一

の位置にあるが、溝の南端では南束方向に曲がっている。検出することができた溝の全長は北側で約

6.00m、 南側で約7.60mを 測る。北側での幅は1.70mで ほぼ均―であるが、南側では0。 90～ 1.15mを

測 り、南端になるにしたがい細くなっている。深さは26～ 66cmを測り、南側が浅くなつている。断面

はU宇形を呈し、底面のレベルは南から北へ約30cmの 比高差で緩やかに低くなつている。埋土は、上
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位から鈍い褐色シル ト質極細砂、褐灰色シル ト質極細砂十白灰色細砂、褐灰色シル ト質細砂、黒褐色

シル ト質極細砂の4層に分層できるが、 2層 と3層はほぼ同一である。土層の堆積はレンズ状をなし、

自然堆積である。

出土遺物 遺物の大部分は、底面近くからの出上であり、弥生土器壺 (1)、 同甕 (2～ ■)、 同鉢 (12

～14)、 その他の弥生土器片がある。

1は外傾気味に直立する頸部から強く外に広がる日縁部の壺であり、日縁端部は上方に若干拡張し

外面にわずかな凹線を有する。日縁部はヨコナデ、頸部外面は縦方向、内面は横方向のハケメが施さ

れる。

2～ 5は 「く」宇状日縁をなし、端部は若干拡張する。日縁部はヨコナデ、胴部内面は指頭圧痕が

施される。 3の外面はハケメ、 5はナデが施される。 6は胴部下半のみ残存し、外面上位は縦方向の

ハケメ 。ナデ、下位は横方向のハケメが施され、内面はヘラケズリである。 7～ 11は底部である。

12は内湾する体部から稜を境に日縁部が直線的に外反する。日縁都はヨヨナデ、体部外面はヘラケ

ズリ、内面は横方向のヘラミガキが施される。 13の 日縁端部は面をなし、日唇部は若千波状になる。

内面は細かいハケメが施される。14は台状底部をなし、外面はハケメ・ナデ、内面は指ナデである。

2

戸 郁 ｀
三

(3 哩

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  上
口径 底径 器 高 外 内

1 弥生 上器  壷 190 厩立する顎部外面ハケメ、内面ナデ、ハケメ。口縁部ヨコ

ナデ 鈍黄橙 10YRげ4 石英、長 石

2 弥生 土器  甕 158 日感部 は 上 下に拡 張^日 級 部 ヨヨナ デ L褐 7 5YR5/4 鈍赤褐 5YR4/4 石英、微～細砂

3
日唇部は拡張 し、凹線 2条。胴 部外 面ハケメ、内面指頭圧

痕
石英、長 石

4 136 口感 部 は活 干拡 張ぅ胴 部 内 面 に指函 圧 雇 ハ医 減 屯橙 7 5YR6/4 長石 、微 ～細砂

5
口唇部は看千拡張。日縁部ヨコナデ、胴部内面指頭圧反・
ナデ 鈍黄褐 10YR5/4 鈍赤橙 10YR6/3 石英、長 石、角閃石

6 桐部外面は縦 と槙方向のハ ケメ・ ナデ、内面ヘ ラ削 り 天黄褐 10YR6/2 石英、長 石

7
外面ヘ ラ ミガキ・ ナデ、内面ヘ ラケズ リ。底面ナデ と部分

的及ハケメ
天褐 7 5YR5/2 鈍黄橙 10YR6/3 石英、長石、角閃石

8 外 面ヘ ラケ ズ リ後 にすデ ^底 面 は無 調整 登5YR6/6 灰 5Y4/1 石英、長石

9 (4 滅 刀赤褐 5YR5/6 鈍黄橙 10YR7/2

56 面はハケメ・ナデ、内面はヘ ラケズ リ 天黄褐 10YR6/2 褐灰 10YR6/1

II 外面ハケメ、内面ヘ ラクズ リ。底面ナデ。底部黒斑 褐灰 10YR5/1 艶貢橙 10YR6/3 微 砂

弥生 i器   鉢
体部と口唇部の境に稜。体部外面ヘラケズリ、内面ヘラミ
ガキ 鈍黄橙 10YR6/3 長石、微～細砂

13 11 6 口属部は若 千波 うつ。外 面ナデ 、内面前面に細かいハケメ 鈍橙 7 5YR6/∠ 1 踊褐 7 5YR5/判 石 英 、 長石 、角 閃石

14 44
医部厚い。胴 部外 面ナデ・ ハケ メ、内面指ナデ。底部無調
整

浅黄橙 10VR8/3 石英、長石 、金雲母

第32図 SD305出土遺物 (S:1/4)
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S D306 (第 30,33図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された溝であり、 S D305。 308を切るが、 S D304に は切られる。

確認面のレベルは標高6.30m前後である。溝の方向は南―北を示し、 3工区北側では S D805の ほ

ぼ上面を走つている。南側も同様に S D305と 同じ位置で検出されるが、南端近くでは南西方向に曲

がつている。検出できた溝の全長は北側約6.00m、 南側約7.80mで ある。南端での溝の幅は0。 90m、

北端では1.10mを 測 り、北側になるにしたがいやや広くなっている。深さは15～ 40cmを 測 り、底面の

レベルは南から北方向へ緩やかに低 くなつており、その比高差は約20cmである。断面はU字形を呈す

る。埋土は上位から黒褐色シル ト質細砂・灰白色中砂・白灰色細砂の 3層 に分けられるが、溝の下半

を占める 2・ 3層は砂層であり、多量の水が流れていたと考えられる。

出土遺物 遺物の出土は溝全域において見られるが、特に、 2・ 3層中からの出上が多い。遺物と

しては、弥生土器甕 (1～ 6)、 同鉢 (7,8)、 同高坪 (9～ 11)、 その他の弥生土器片がある。

1～ 4は月同部から水平方向に外反する「く」字状日縁をなし、日縁端部は若干拡張する。日縁部は

ヨヨナデ、胴部外面はハケメ、内面は指頭圧痕が施される。 5, 6は底部である。

7, 8は鉢の底部付近であり、底径は小さい。

9は体部と口縁部の境に明瞭な稜を持ち、日縁部は直線的に外反する。日唇部は段を持ち急激に細

くなる。体部内面はヘラミガキが施 される。 10は 円盤充填の高坪で、郭部外面はヘラミガキ 。ナデ、

脚部はヘラケズリ後にナデが施される。11は大きく広がる脚部で、外面ナデ、内面ヘラケズジである。
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昏 ; 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土
に1径 底 径 器 高 外 内

1 弥生土器  甕 (32) 日唇部が若干上方に拡張。摩滅 明赤褐 5YR5/6 石英、長石、角閃石

2 (53)
く字日縁ヨコナデ。 口縁部が下方に若干拡張。日縁部ヨ
ヨナデ、胴部ナデ

“

霊5YR6/6 鈍橙 7 5YR7/3

3
口唇部ヨコナデ。胴部外面はハケメ、内面ナデ、指頭圧
底

鈍橙 7 5YR5/4

4 口唇部は若 干拡張。胴 部外面はハケメ、内面指頭圧痕 鈍赤褐 5YR5/4 鈍橙 7 5YR6/4

5 は面中央が少し凹む。外面ナデ 鈍黄褐 10YR5/3 鈍黄橙 10YR6/3 魔石 、 角 閃石

6 60 やや丸みのある底 部。摩滅 蠅褐 7 5YR5/4 石英、長石 、角閃石

7 弥生上器   鉢 底部の器厚が厚い。摩滅 随黄橙 10YR7/3 浅黄橙 10YR8/3 石英、長石

8 摩滅 鈍橙 25Y6/3 純橙 2 5YR6/4 石英若 千

9 弥生土器 高杯
外面に稜を持ち、日縁部は直立。外面摩滅。内面はヨコ

ナデ・ヘラミガキ
鈍黄褐 10YR5/4 石英、長石、角閃石

(45)
円盤充壊。杯部外面ヘラミガキ・ナデ。脚部外面ヘラケ
ズリ、内面ナデ

鈍黄褐 10YR6/4 石英、長石多量

11
ほぼ直線的に広がる。外面ヘラケズリ後にナデ、内面ヘ

ラケズリ
at褐 7 5YR5/4 石英、長石、角閃石

SD306出 土遺物
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褐灰色シルト質極細砂 (5 YR4/1)
灰褐色シルト質細砂 (7 5YR5/2)
褐灰色シルト質細砂

(7 5YR 5/1 灰白色細砂を含む)

にぶい責褐色シルト質細砂 (10YR 5/3)
灰褐色シルト質細砂 (7 5YR5/2 砂礫を合む)

0         1m

第34図 SD307断面図 (S:1/40)

o                10cm V3

番 号 器  種
法  量 (cれ)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  |
口径 底径 器 高 外 内

1 弥生土器  甕 日唇部は上方に若千拡張。摩滅 鈍褐 7 5YR5/4 英 長イf 角閃イi

2 平底.摩滅 鈍黄惟 10YR6/1 イf央 提ィf、 企雲 |サ

3 弥生 上器  鉢 2 1 外面ヘ ラケズ リ後 にすデ、内面ナデ 員灰 25Y4/1 刀赤褐 2 5YR5/6 ィr)( 長イi 礫

4 弥生上器 高杯 孔1個のみ残存。外面摩滅、内画ヘラケズリ 赤褐 5YR4/6 rf英 、長イi

第35図 SD307出土遺物 (S:1/4)

S D 307 (第 34,35図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された溝である。調査区北側においてS D305・ 306・ 308と 重

複し合流 しているが、切 り合い関係は不明である。

確認面のレベルは南側で標高6.15m、 北側で6.25mである。溝の方向は大局的には南―北を示すが、

南側では若干湾曲気味に南束一北西に延びる。北側ではやや北北東である。検出された溝の全長は北

側で約6.60m、 南側で約9。 30mを測ると溝の幅は0.90～ 1。 30mで、南側はやや細くなつている。深さ

は10～ 25cmを 測 り、底面のレベルは南から北に緩やかに低くなつている。その比高差は約 6 cmで ある。

断面はU宇形を呈する。埋土は 5層に分けられ、調査区北側の上層 (第 34図左側)を見ると、 1～ 3

層が4層 を切つて堆積 しており、この溝は再掘削されたと考えられる。底面直上には細砂や砂礫が堆

積してお り、水が流れていたことがわかる。

出土遺物 埋土中からの遺物は、弥生土器密 (1,2)、 同鉢 (3)、 同高郷 (4)、 その他の弥生土器片で

ある。

1は 「く」字状日縁で、端部が若干拡張し面をなす。内外面とも摩滅している。

3は小さな底部の鉢で、外面はヘラケズリ後にナデ、内面はナデが施される。

4は 1個の孔を残存する脚部で、裾部は面をなす。内面はヘラケズリの痕跡がある。

S D308 (第36～40図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された規模の大きな溝であり、S D305。 306・ 315。 3161こ切 ら

れ、 S D 307と 重複する。

確認面のレベルは南側で標高6.15m、 北側で6.25m前後である。溝の方向は南から北に延び、未調

査の道路の下で方向を北東に流れを変え、そのまま北流する。若干蛇行する溝である。検出すること

ができた溝の全長は、北側で約7.00m、 南側で約7.50mを 測る。土層観察の結果、この溝は 2期に分

かれることが判明したため、各期別に遺物を取り上げ調査を実施 した。
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I期 の溝は幅 5。 50～ 6.70mを測

る。深 さは50～60cmで あり、最深

部は東岸に寄つた ところにあるた

め、東岸の掘 り込みは急傾斜であ

る。反対に西岸は非常に緩やかで

ある。理土は 7層に細分されるが、

上層の 1, 2層 と下層の 3～ 7層

に大別される。

Ⅱ期の溝は、幅約7,00～9,00m、

深 さ0,90～ 1.00mを測る。断面は

U宇形を呈 し、掘 り込みは急傾斜

である。底面の レベルはほぼ平坦

であ り、底面は砂礫層 となつてい

る。埋土は 8～ 20層 の13層 に細分

SD308出土遺物平面図 (Si1/40)

され、殆ど全ての土層に砂・小礫を多く含み、ラミナ状堆積が見られる。

出土遺物 調査時には各期毎に遺物の取 り上げを行つたが、出上した土器に明確な時期差が見られ

なかつたので、ここでは分けずに報告する。 I期・Ⅱ期共に埋土中からの遺物の出上が見られたが、

特に、Ⅱ期の底面直上からは完形及び完形に近い土器の出土があり、遺物の出土も多い。遺物として

は、弥生土器壺 (1～ ■)、 同甕 (12～ 27)、 同鉢 (28,29)、 同高不 (30,31)、 同製塩土器 (32)、 縄紋土器

深鉢 (33)、 須恵器蓋 (34,35)、 打製石斧 (36,37)、 その他の弥生土器片がある。

1の 口縁部は緩やかに外反し、外面に 3条の沈線が巡る。口縁部外面の調整はヨコナデ、頸部はハ

ケメ、内面は指頭圧痕の後にナデが施され、頸部外面には刻目文がある。 2は内傾する頸部で、境に

若干の段を有する。頸部内面に絞 り目・ヘラケズリ、胴部内面に指頭圧痕・ヘラケズジが施される。

4は完形の長頸壺であり、頸部は直立し日縁部は水平に大きく広がる。日縁端部は上方に若千拡張す

る。胴部は球形、底部は平らである。頸部外面 。胴部外面上半は細かいハケメ、下半はヘラミガキが

施され、頸部内面・胴部内面上半は指頭圧痕、下半は横方向のヘラケズリが施される。 5は長頸壺の

頸都以上であり、日縁端部は上下に拡張し凹線 3条があり、頸部外面には多条の沈線が巡る。内面に

絞り目が残る。 6は胴部上半のみであり、外面はハケメ後にナデ、内面は指頭圧痕とヘラケズリが施

される。 7の細頸壺は頸部以上と底部を欠損する。外面は摩滅し、内面上半は指頭圧痕の後にナデ、

下半はヘラケズリが施される。 8は短頸壺である。 9は複合口縁の壺であり、外面に2条の沈線を有

する。内外面ともヨコナデである。10は完形の丸底壺であり、球形の胴部とやや内湾する日縁部を持

つ。日縁部外面は粗いハケメの後にヘラナデ、胴部は粗いハケメ、日縁部内面は斜め方向の粗いハケ

メとヘラナデ、胴部内面上半は横方向のヘラケズリ、下半は指頭によるナデが施される。

12～ 14は球形の胴部と「く」字状日縁部の甕であり、胴部上半は指頭圧痕、下半はヘラケズリが施

される。15は ほぼ完形であり、日縁部は受日状に内湾し、肩はあまり張らず長胴である。器壁は薄く

均―であるが、底部は厚い。16～ 27は底部である。

28は半球形の体部で、外面はナデ・ヘラミガキを施す。29は逆円錐形の鉢である。

32は左右不対称の製塩土器で、胴都外面はヘラケズリ、内面はヘラケズリ・ナデが施される。

33は縄紋土器の深鉢で、外反する口縁部外面に刻目突帯文があり、その下に箆描文がある。

36,37は バチ形を呈する打製石斧である。

一
　

図

Ｑ

細
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SD306

1

2

3

4
5

6

7

明欄色シルト質極細砂 (7 5VR 7/4)
褐灰色シルト質極細砂 (ア.5YR6/1)

掲灰色ンルト質細砂 (7,YR4/1 1浅 黄橙色土をプロック状に含む)

にぷい櫓色+褐灰色シルト質極細砂 (715YR 5/3+5/1)
黒褐色シルト質種細砂 (6YR2/1 粘性強い)

4層とほぼ同じ
黒褐色シルト質極細砂 (5YR 3/1)

SD316

4Bkeンルト質細砂 (5 YR4/1 灰白色細砂を含む)

灰責色細～中砂 (10YR 6/2)

にぷい黄橙色細～中砂 (10YR 7/2)
灰白色中砂 (25Y8/1ラサ 状)

灰白色中～粗砂 (N8/1礫贈含む)

灰褐色細～中砂 (7 sYR 5/2を 多量に含む)

灰黄褐色シルト質極細砂 (10YR 5/2)
オリープ灰とシルト質細砂+灰白色細砂
(2.5GY 5/2+5Y7/1 ラミナ状)

黒色ンルト蜘 砂 (7 5YR2/1臨 謝陣 を含む)

SD316

17 暗赤福色シルト質細砂+灰白色中砂 (5YR 3/3+5Y8/1)
18 12層 と同一 (礫を多量に含む)

19 医色細～中砂 (SY6/1)
20 灰―オウープ細～中砂 (5Y6/2 礫を多量に含む)

8
9

10

11

12

13

14

15

16

第37図  SD305、 306、 308、 316断面図
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  ‖
口径 底 径 器 高 外 内

〕 弥生 土器  壺 13 4 (96)
口縁部に沈線 3条。顕部外面ハケメ・内面指頭圧痕ゥ

刻日文
鈍褐 7 5YR5/4 褐 7 5YR4/6 イf英 、Lt石 、角閃イi

2 (75)
顕部刻日文。胴部外面ハケメ、内面指頭圧反、ヘラケ

ズリ

3 (51) 2条の凹線。 内面ナデ、指頭圧痕 灰 白 5Y8/2 石英 、れ砂

外面ハケメ・ヘラミガキ、内面指頭圧痕・ヘラ削り,

日縁ヨコナデ
鈍黄褐 10YR5/3 石英、長イ「、角閃イi

5 (161)
口縁端部に凹線、頸部に26条 の沈線っ外面ヨヨナデ、

内面しばり目
鈍黄橙 10YR72 灰 白 10YR7/1 イf英、長イ

6 (101)
球形の胴部。外面ハケメ後にすデ、内面指頭圧痕・へ

ラケズリ
鈍黄橙 10YR6/3 石央、長イf多 駐

7
球形の月H部。内面上半は指頭圧痕後にナデ、下半はヘ

ラケズリ
鈍褐 7 5YR5/4 3L黄褐 10YR5/3 石英、長イf、 金雲 け

8 21 2 (51) ]縁部は短く外反。外面に1条 の沈線 灰 白 75Y3/2 糀 砂

9 (106) 複合日縁.外面に浅い沈線 2条。内面に輪積み痕 灰黄褐 10YR6/2 鈍黄橙 10YR6/3 イf英、長石、角閃イ

弥生 上器

小形丸底こ

外面ハケメ後にヘラナデ,日 縁部内面ハケメ、胴部ヘ

ラケズリ、指頭ナデ
鈍 黄掲 10YR5/3 鈍黄褐 10YR4/3 長イ「

11 弥生 上器  重
外面ハケメ後にヘラミガキ・刻日文。内面指頭に痕、
ヘラケズリ

櫓 10YR4/4 イ「英 、 貶イf、 角閃イi

第38図  SD308出土遺物 (1)(S:1/4)
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0               10cm

碁 ケチ 器  種
法  監 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  J
径 1 底径 1 器 高 外 内

12 弥 生 i:器  甕 134 (42) く字日縁ヨコナデ。胴部外面は摩滅、内面指頭圧痕 褐 7 5YR4/6 石英、長石、角閃石

1:〕 150 (61)
口縁部はほぼ水平。胴部外面はナデ・ハケメ、内面指

,百「ギ�急
鈍黄橙 10YR6/3

126 (157)
く字「i縁▽胴部外面は摩滅、内面 L半指頭圧痕、下半
ヘラケズリ

鈍橙 7 5YR6海

129 口縁部は受口状に内弯。全面摩滅 灰 白 25Y7/1 灰 N4/

16 (22) 外 面ヘ ラケ ズ リ、内面摩滅 策灰 25Y4/1 灰 白 25Y8/2 微砂若 十

17 34 (1 外 面ハケ メ、内面ナデ。底面ナデ・ ハケ メ 暗灰 N7/ 灰 N4/ 微～細砂 、長石

31 (31) 外面細かいハケメ、ヘラによる押圧。内面摩滅 褐 7 5YR4/6 石英、長石

(46) 外面摩滅、内面ヘラケズヅ。外面黒斑 浅黄橙 7 5YR8/3 灰 白 10YR8/1 微 ～細砂

0 (35) 外面ナデ 、内画摩滅 黄灰 75Y4/1 黄掲 25Y5/3 石英、長石

(18) 虞部か らゆるやかに 立ち上がる。内外 面摩滅 鈍黄橙 10YR6/3 石英、長石、角閃石

48 ● 1) 橙 2 5YR6/6 石 英、長石

92 器魅が厚 い。外 面ナデ、内画摩滅 鈍貢橙 10YR6/3 池黄橙 10YR7/3 石英、長石多量

21 52 (43)
外山iは41いハケメ、内面ヘラケズリ・ナデ。底両 方

からのハケメ
淡黄 25Y8/3 灰 白 25Y7/1 石英、長石

平底。内外山iと も摩滅 随橙 7 5YR7/`1 灰 黄禍 10YR6/2

灰 黄 25Y7/2 灰 口 25Y7/1 細～粗砂

底部は非常に厚い。内外画とも摩滅 石英、長石

弥生 |:器  鉢
底部はわず力ヽ こ内弯。日縁部ヨコナブ。底部外面ナデ

ヘラミガキ
鈍黄橙 10YR7/3 灰 白 10YR7/1

(17) 全面磨滅 池橙 5YR7/4 灰 白 10YRS/2 細～粗砂

勒(4=1熙  浄iルト 杯部外雨ヘラミガキ、内商ナデ.内面摩滅 天黄 25Y7/2 石英、長 石

直線的に広がる。外I何ナデ、内面摩滅 鈍橙 7 5YR6/4 石英 、 長石、角閃石

弥生 li器

製塩 1:器
12 (91)

左右不対称.胴都外面ヘラケズリ、内面ヘラケズリ・

サデ
鈍赤褐 5YR5/1 褐灰 7 5YR6/1

第39図  SD308出上遺物 (2)(S:1/4)

-42-



第40図 SD308出土遺物 (3)(S:1/4、 1/2)

S D309 (第 41,42図 )

8工区中央やや西寄 りにおいて S D 308の東岸上面で検

出された溝である。調査区北側のみの検出である。

確認面のレベルは標高6.25mで ある。溝の方向は南南西

―北北東を示 し、検出された全長は約6.00mで ある。溝の

幅は80cmを 測 り、深さは10cmで ある。断面は浅いU宇形を

0             1 0Cm

0        5cln

6,400m

1 灰褐色シルト質極細砂
(7 5YR 4/1)

0       1m

昆
:三哲9Π書才:と二忌拿:を阜ξ二争ξi:もと:〔 K子

正三正三正三耳
≡≡≡

=≡

要〒ラ名
0               1 ocm

第41図 SD309断面図 (Si1/40)

弥生土器高坪 (1)のみである。

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。手 法 の 特 徴
色  調

胎  土日径 底 径 器 高 外 内
縄紋土器 深鉢 外面に亥J目 突帯文、頸部箆粘文 灰黄 25Y6/25 鈍黄橙 10YR7/2 細～祖砂
須恵器   蓋 回転ナデ。天丼部外面は回転ヘラケズリ 灰 自 N7/ 政砂若 干

う【N6/ 微砂、粗砂

番 号 器  種 現在長(cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重  さ (g) 材  質 特 徴
打製石斧 14 サヌカイ ト 刃部が広く、基部が狭いバチ形を呈す。調整は粗い

75 1 1 基部上部を欠損。調整は粗い

番 号 器 種
法   量  (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
負    認

胎  土日 径 底 径 器 高 外 内
弥 1 |:器 高杯 272 (44) 外臣iに 稜。日唇部内hiに 稜を持ち、紳くなる。摩滅 鈍黄褐 10YR5/3 1鶴 7 5YR4/6 石英,長 イ「,角 閃石

第42図 SD309出土遺物 (S:1/4)
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S D310 (第 43図 )

3工区ほぼ中央において単独で検出された溝である。調査区

北側のみで検出され、南側では S D3111こ切られている。

確認面のレベルは標高6.25mで ある。検出することのできた

溝の全長は6。 20mであり、幅は40cmを測る。深さは10cmで 、断

面はU宇形を呈する。構の方向はほぼ南―北を示す。底面のレベルは南から北へ緩やかに低くなつて

お り、その比高差は 4 cmで ある。埋土は褐灰色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土は非常に少なく、数点の弥生土器片のみであり、図化することができるもの

はなかった。

S D311 (第 44～ 46図 )

3工区ほぼ中央において検出された溝である。北端では S D312と 合流 し、S K304・ 311に切 られて

いる。本溝 とS D312と の新旧関係は不明である。

南側の確認面のレベルは標高6.15m、

北側では6.25mで ある。北側にはコンク

リー トの畦道があリー部未調査である。

溝の方向は南西―北束を示 し、南側では

平行する2条の構に分流するが、北側で

合流する。検出することのできた溝の全

長は、南側約6。 50m、 北側6.30mである。

幅は合流部分で2.80mを測 り、深さは20

～50cmである。断面はU宇形を呈するが、

北TRllで は西岸の落ち込みに段がある。底

面のレベルは南から北へ緩やかに低 くな

つており、その比高差は27cmである。ま

た、南側の 2条の溝では東にある溝の底

面のレベルが低い。埋土は 8層に細分さ

れ、堆積状態により東側の溝が本流であ

ると考えられる。

出土遺物 遺物の出土は溝の全域で見

られるが、北側の段部分に土器が集中し

ていた。遺物としては、弥生土器壺 (1)、

同甕 (2～ 7)、 同鉢 (8～ 11)、 同高イ (12)、

その他の弥生土器片がある。

1は水平に広がる日縁部で、端部は上

方に若干拡張する。

2は胴部上半にあたり、内面に指頭圧

痕が施される。 3～ 5はやや小型、 6,

7は大型である。 3の底部外面はナデ、

4は 1方向からのヘラミガキが施される。

6,400m
~    ~  1 

掲灰色シルト質極細砂

斡
第43図 SD310断面図 (S:1/40)

0       1m

第44図 SD311出土遺物平面図 (S:1/40)
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1

2

3

4

5

6

7

8

黒褐色シルト質極細砂 (7 5YR 3/1 褐色土粒子を含む)

灰黄褐色シルト質極細砂 (10YR5/2)

灰白色中砂 (10YR3/2)

にぶい褐色ンルトHI・IIm砂 (7 5YR 6/3 灰白色細砂を若千含む)

明褐灰色細砂 (7 6YR 7/1)

4層と同一 (7 5YR 6/3 灰白色細砂をラミナ状に合む)

灰褐色シルト質極細砂 (5 YR 5/2)

灰掲色シルト質極細砂 (5YR4/2)

0            1m

第45図 SD311断面図 (S:1/40)

8は片日を有する大型の鉢であり、形態は高郭に類似する。外面の稜を境に日縁部は外反気味に立

ち上がる。 日縁部はヨコナデ、体部外面にはヘラケズリが一部残存する。10は逆円錐形の鉢で、外面

の一部にハケメが残存する。■は半球形で、内面にハケメ・ヘラケズ リが残存する。

12は内面に絞 り目がある。

―

     -1

＼

ゼ 3 ＼
!叫。キ1/

"4

(     田 6

0                1 0Cm

第46図 SD311出上遺物 (S

番 号 器 種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色 調

胎  |
日径 底 径 器 高 外 内

I 弥生土器 壷 190 (14)
口縁部はほぼ水平。日唇部は上方に少し拡張。ヨヨナ

鈍褐 7 5YR5/4 イf英、長イf、 角 FAq石

2 弥生 上器 疑 (61) 外 画摩滅 、内面指頭圧痕 え白 25Y8/1 浅黄 25Y7/3 石英、長石

3 (29) 外面ヘラケズリ後にナデ、内面摩滅 鈍橙 5YR7/`1 υ(「 1 10YR3/1

4 (19)
平底。外面ヘラミガキ、内面ナデ。底両 1方向からのへ

ラミガキ
褐灰 7 5YR4/1 鈍褐 7 5YR5/3 石 英、長石、角閃石

5 (40) 底 部厚 い。外 面ヘ ラケズ リ。底 面ナデ。外 面に黒斑 明黄褐 ЮYR6/6 灰 N5/

6 (19) 底部は非常に厚い。内外面とも摩滅 鈍黄橙 10YR7/3 鈍黄橙 10YR6/3

7 (42) 底部 は厚い。 内外 面 とも摩滅 赤褐 2 5YR4/6 鈍橙 7 5YR6/4 細砂 、礫多 量

8 弥/t上器 鉢 254 (68)
片口。外面に稜を有す。日縁部に若 卜の凹線。体部外画
ヘラケズリ

明褐 7 5YR5/6 イ「英、長石 、角閃イ

9 (57)
均外面とも摩滅するが、外面にハケメ、内面ヘラケズ

リが残る
橙 5YR6/6 褐灰 7 5YR5/1 石英、長石

14 (14) 外面ハケメ、内面摩滅。底面無調整 浅貢 25Y7/3 νく丘12 5Y3/2

11 (37) 丸底。外面摩滅 、内面ハケメ・ ヘ ラケズ リ 浅黄桂 10YR8/3

弥生土器 高杯 (73) 恭面摩滅、内面シボリメ 褐 7 5YR4/6 鈍褐 7 5YR6/3 長石、角閃イi
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S D312 (第 47図 )

3工区中央においてS D311と 重複 して検出された溝である。本構とS D311と の新旧関係は不明で

あり、 S K3041こ切られる。

北側の確認面のレベルは標高6.08m、 南側6.20mで ある。溝の方向は南―北を示し、S D311と 合流

する部分では北北西に湾曲する。溝の長さは北側で約7.00m、 南側で約9,20mを 測る。溝の幅は1.15

～1.40m、 深さは10～ 30cmを 測る。断面はU宇形を呈する。底面のレベルは南から北に緩やかに低く

なり、その比高差は27cmで ある。理土は自然堆積の 3層に分けられる。

出土遺物 数点の弥生土器片のみの出上であり、図化できるものはなかつた。

1 掲灰色シルト質極細砂 (7 5YR 6/1)
2 掲灰色シルト質極細砂 (7 5YR 6/1

灰白色細砂を含む)

3 灰白色細砂+掲灰白色シルト質極細砂

(7 5YR 3/1+7 5YR6/1)

0           1m

第47図 SD312断面図 (S:1/40)

S D313 (第 48図 )

3工区中央やや東寄りにおいて S D314と 重複 して検出された溝である。本溝はS D3141こ よつて切

られている。

南側は6.17m前後である。結の方向は南南西一北北東を北側の確認面のレベルは標高6.05m前後、

示 し、ほぼ直線的に延びるが南端近 くで若

干西方に曲がる。溝の企長は北側で6。 75m、

南側で6.80mを 測る。幅は30～ 40cmを 測 り、

断面はU宇形を呈する。底面のレベルは南か

ら北へ緩やかに下がり、その比高差は約10cm

である。埋土は単一層である。

6,300m
~ 1 ~

1 掲灰色シルト質極綱砂

(5YR5/1)

0            1m

(S: 1/40)

出土遺物 遺物は数点の弥生土器片のみであり、

第48図  SD313断面図

図化できるものはなかつた。

S D314 (第49,50図 )

3工区中央やや東寄りにおいて検出された溝であり、 S D313を 切る。

北側の確認面のレベルは標高6.05m前後、南側は6.17m前後である。溝の方向は南西一北東を示 し、

南側で若干西方に湾曲するがほぼ直線的である。検出された溝の全長は、北側で7.20m、 南側で7.00

mを測る。幅は65～ 80cm、 深さは10～ 16cmで ある。断面はU宇形を呈する。底面のレベルは南から北

へ緩やかに低くなってお り、その比高差は17cmである。埋土は 3層 であり、自然堆積である。底面直

1 褐灰色シルト質極細砂 (5YR4/1)
2 明褐灰色シルト質極細砂

(7 5YR 7/1  灰白色細砂を含む)

3 明褐灰色シルト質極細砂十灰白色細砂

(7 5YR 7/1+8/1)

0       1m

第49図 SD314断面図 (Si1/40)
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上には細砂が含まれる。

出土遺物 埋土中からの出土遺物は、弥生土器壺 (1)、 同甕 (2～ 5)、 同高杯 (6)、 その他の弥生土器

片がある。

1は胴部から強く外反し、日唇部はほぼ水平に広がる。日縁部はヨコナデ、胴部内面は指頭圧痕の

後にナデが施される。外面は摩耗している。

2は胴部上半であり、内面は指頭圧痕が施 される。 3は胴部中位から底部であり、外面はハケメ・

ナデ、下位はヘラミガキ、内面は部分的にヘラケズリが施される。底部外面は全面ナデである。

6は器高のやや浅い高郭で、明瞭な稜を境に日縁部が外反する。 日唇部は若千水平に広がる。日縁

部はヨコナデ、体部外面は横方向のヘラミガキ、内面はナデが施される。

＼｀卓」==ク
タ
4

0              1 0cm

番 号 器 種
法  旦 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土

口径 底径 器高 外 内

1 弥生土器 重
口唇部はほぼ水平に広がる。日縁部ヨコナデ。胴部内

面指頭圧痕
鈍黄 25Y6/3 鈍橙 7 5YR6/4 石英、長石

2 弥生土器 甕 外面摩滅。内面指頭圧痕。日縁部ヨコナデ lB 7 5YR4/6 石英、長石、角閃石

3
外面上半はハケメ・ナデ、下半ヘラミガキ。内面ヘラ

ケズリ。底面ナデ
医黄褐 10YR6/2 明赤褐 5YR5/6 石英、長石、金雲母

4 7) 外面ナデ。底 面ヘ ラケズ リ 黒 N15/ 飽黄橙 10YR6/3 石英、長石、角閃石

5 外面摩滅。内面の底部付近は指頭圧痕 弛橙 7 5YR6/4 明赤褐 5YR5/6 石英、長石

6 弥生上器 高杯 192
器高やや浅く、日唇部水平。体部外面ヘラミガキ、内

面ナデ。

第50図 SD314出土遺物 (S:1/40)

S D315 (第 37,51図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された溝であり、S D308と 重複する。調査区南側にのみ検出さ

れる。本溝が S D 308の上面を掘り込んでいる。

確認面のレベルは標高6.17m前後である。溝の方向は南―北を示す。検出することができた溝の全

長は約7,70mを 測 り、幅は0.60～ 1,10mである。幅は南端から北方になるにしたがい次第に広くなつ

ている。深さは約15cmで、断面はU宇形を呈する。底面のレベルはほぼ平坦であり、標高6.00m前後

である。理土は褐灰色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の弥生土器片のみであり、図化できるものはなかつた。

S D316 (第 37,51図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された溝であり、S D308の東岸上面を掘 り込む。本溝はS D3

08よ り新しい遺構である。調査区南側のみに検出された。

確認面のレベルは標高6.17m前後である。溝の方向は南一北を示し、若干湾曲する。検出すること

のできた溝の全長は約4.90mを測り、北端は削平されている。幅は40～ 50cm、 深さ8 cmを 測り、断面

は浅いU宇形を呈する。底面のレベルは北から南に若干低くなつている。

出土遺物 遺物の出土は数点の弥生土器片のみであり、図化できるものはなかつた。
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SD315

〕        2m

ー

2)近 世

1 土坑

S K301 (第 52図 )

3工区北東部に単独で検出された土坑である。 S D314と S X301のほぼ中間に位置する。

確認面の レベルは標高6.08m前後である。平面形は隅丸方形を呈 し、長軸を東西方向に持つ。長辺

は1.65m、 短辺1.30mを測 り、深 さは約40cmである。底面中央がやや凹むがほぼ平坦であり、不整な

方形をなす。埋土は灰白色シル ト質極細砂であり、包含物によつて 3層に細分される。埋土中に地山

のブロックを含み、人為的に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物の出土は数点の陶磁器片・土師質土器片のみであり、図化できるものはなかつた。

A6,200m

A6,200m 二 1 灰白色シルト質極細砂
(5Y3/2)

2 灰白色シルト質極細砂

(5Y7/2 地山プロックを含む)

3 灰白色シルト質極細砂

(25Y7/1 地山を含む)

0       1m

1/40)

1 にぶい責橙色シルト質細砂

(10YR 7/3 Feを 多量に合む)

第51図 SD306、 315、 316平面図 (S:1/10o)

第52図 SK301平・断面図 (Si
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S K302 (第53図 )

3工区北東部において単独で検出された土坑である。 S D313・ S K305の 西側に位置する。

確認面のレベルは標高6.08mである。平面形は円形を呈し、南北径 1,15m、 東西径0。 80mを測る。

深さは15cmで あり、掘り込みは緩やかである。底面は60× 35cmを 測 り、ほぼ平坦である。埋土は鈍い

黄橙色シル ト質細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。

S K303 (第54図 )

3工区中央部の北側において

単独で検出された土坑である。

S D312の東側に位置する。

確認面のレベルは標高6.07m

前後である。平面形は東西方向

に細長い形を呈 し、長径は2,48

m、 短径0,30m前後を測る。深

さは約35cmである。底面はやや

西側に寄つてお り、長さは1.63

mである。南・北壁はほぼ垂直に落ち込み、東西の掘り込みは緩やかである。底面は中央部がやや下

がつている。埋土は明黄褐色シル ト質極細砂を含む黄灰色シル ト質細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の土師質土器片のみであり、図化できるものはなかつた。

S K304 (第 55図 )

3工区中央の北側において検出された土坑である。西側はコンクリー トによつて削平されている。

確認面のレベルは標高6.20mである。平面形は円形を呈し、東西径1,10m以上、南北径1.15mを測

る。深さは30cmであり、掘り込みは緩やかである。底面は平坦である。埋土は暗褐色土をブロック状

に含む灰白色シル ト質極細砂の単一層であり、人為的に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片 。土師質土器片のみである。

生鰯ギ弁⊃二専＼
A6,200m

1 黄灰色シルト質細砂

(25Y6/1 明黄掲色土を

含む)

0       1m

0            1m

1 灰白色シルト質極細砂

(5Y7/1 暗褐色土ブロック

を合む)

0       1m

第54図 SK303平・断面図 (Si1/40)

第55図 SK304平・断面図 (S:1/40)
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S K305 (第 56図 )

3工区北東部において単独で検出された土坑であり、 S D313の 西側でS K302の北東に位置する。

確認面のレベルは標高6。 10mで ある。平面形は南北に長軸を持つ隅丸長方形を呈し、長軸1,05m、

短軸0,40～ 0。 50mを測る。深さは 9 cmで、底面は平坦である。理土はにぶい黄橙色シル ト質細砂の単

一層である。

出土遺物 遺物の出土は全くなかつた。

S K306 (第 57図 )

3工区南東隅において単独で検出された土坑であり、 S K307・ 308の西側に位置する。

A6,200m

1

2

3

4

SK307

第57図 SK306～ 308平 ・断面図 (Si1/40)

灰白色シルト質細砂 (5Y8/2 灰白色±10YR 8/1と Feを含む)

灰白色ンルト質細砂 (5Y8/2 Feを 含む)

灰白色シルト質細砂 (5Y8/1 Feを 含む)

暗褐灰色十浅責橙色十褐灰色シルト質極細砂

(7 5YR 7/1+10YR 8/4+10YR 5/1)
暗掲灰色シルト質極細砂 (5YR7/1 4層 を合む)

褐灰色シルト質極細砂 (5 YR 6/1)

0           1m

SK306

SK308
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確認面のレベルは標高6.05mで ある。北側は現有道路を保護する必要から未調査であり、土坑の南

半分のみ検出された。平面形は円形を呈し、その規模は直径1.85mを測る。深さは30cmで 、掘 り込み

は緩やかである。底面は若干東に片寄つている。埋土は 3層に分かれ、自然堆積である。

出土遺物 遺物の出土は非常に少なく、数点の陶磁器片のみである。

S K307 (第57図 )

3工区南東隅において単独で検出された土坑であり、 S K306と 308の 中央に位置する。上坑の北端

は現有道路のため未調査である。

確認面のレベルは標高6.05mで ある。平面形は円形を呈し、直径は1.45mを測る。深 さは40cmで、

掘 り込みは緩やかである。埋土は若干色の異なる灰白色シル ト質細砂の 2層である。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみである。

S K308 (第57図 )

3工区南東隅において単独で検出された土坑であり、 S K307の東側に位置する。上坑の南側は調

査区外 となっている。

確認面のレベルは標高6.05m前後である。平面形は不整な円形を呈 し、直径は2.20mを 測る。深さ

は58cmを 測 り、掘 り込みは緩やかである。底面の中央が窪み、20cm大の石が数個出土した。埋土は 3

層に細分されるが、上位 2層はほぼおなじであり、 3種類の異なる土がブロック状に混入 してお り、

人為的に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみであり、図化できるものはなかつた。

S K309 (第58図 )

3工区中央やや東寄りにおいて単独で検出された

土坑であり、S D312と 314の 中間に位置する。

確認面のレベルは標高6,20mである。土坑の北側

は現有道路のため未調査であり、検出された範囲で

平面形は隅丸方形を呈する。その規模は1.10m、 深

さは20cmを 測る。掘り込みは垂直に近い。埋土は単

一層であり、褐色上のブロックを多量に含み、人為

的な埋め戻しであろう。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。
第58図 SK309平・断面図 (S:1/40)

S K310 (第59図 )

3工区ほぼ中央において検出された土坑である。 S D311・ S K311の東側に位置する。土坑の北側

は現有道路のため未調査である。

確認面のレベルは標高6.16m前後である。平面形は隅丸方形を呈し、その規模は2.80mを 測る。底

面は西に片寄っており、東側に浅い段を有する。最深部の深さは36cmを 測る。掘 り込みは緩やかであ

る。埋土は、上層と最下層が同じ土であり、埋土中に褐色土ブロックが多量に混入しており、人為的

に埋め戻されたと考えられる。

出土遺物 遺物の出土は非常に少なく、数点の陶磁器片のみである。

A6,400m       旦

1 灰白色シルト質細砂

(5Y7/2 褐色土ブロックを含む)

♀                   1lm
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A6, 300m

S K311 (第60,61図 )

3工区ほぼ中央において検出された

土坑であり、S D311を 切つている。

確認面のレベルは標高6。 18mである。

平面形は東西方向に長い隅丸長方形を

呈し、その規模は1.93× 1.53mを 測

る。北西隅が若千張り出す。深さは50

cmで ある。底面は南側に片寄つてお

り、ほぼ平坦である。掘 り込みはやや

急傾斜である。埋土は若干内容物の異

なる2層の白灰色シル ト質細砂である

が、共に褐色土ブロックを多量に含み、

人為的に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物の出土は非常に少な

く、数点の土師質土器片や陶磁器片の

みである。実測できたのは土師質土器

土鍋の脚部 (1)だ けである。

灰白色シルト質細砂

(5Y7/2 淡責色細砂を多量に含む)

灰白色シルト質細砂

(5Y7/2 褐色土プロックを多量に含む)

0           1m

第59図 SK310平 ・断面図 (Si1/40)

A6,400m

第60図 SK311平・断面図 (S:1/40)

1 灰白色シルト質細砂

(5Y7/2 褐色土ブロックを含む)

2 灰白色シルト質細砂

(5Y7/2 褐色土ブロックを多量に含む)

0            1m

0               1 0cm

番 号 器 種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎 1

口径 底 径 器高 外 内

1 土師器 土鍋 脚主軸方向のヘラナデ 貯7 5YR6/6 敷～細砂

第61図 SK311出土遠物 (S:1/4)
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S K312 (第 62図 )

3工区中央やや東寄りにおいて単独で検出された土坑であり、 S K302の 西側に位置する。

確認面のレベルは標高6.09mで ある。平面形は不整な精円形を呈し、その規模は1.30× 0,80mを 測

る。深さは12cmで、掘 り込みは緩やかである。底面は若干凸凹であり、礫が数個検出された。理土は

白灰色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土は少なく、数点の上師質土器片・陶磁器片である。図化することができたの

は、備前焼橋 り鉢 (1)と サヌカイ ト製の石鏃 (2)の 2点である。

0

十
一

0              5 cm

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

月,  I
口径 底径 器 高 外 内

l 備前焼 悟鉢 口縁部を上下に拡張し、外面に3条の凹線が入る 明赤褐 2 5YR6/6 微砂若 l

番 号 器  種 現在 長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (Cm) 重 さ (g) 材 管 特   徴

2 石 鏃 3 1 14 サヌカイ ト 布基式 基部は細かい調整だが、 Ll側縁は粘l�

第62図 SK312出土遺物 (Si1/4、 1/2)

S K313 (第 63,64図 )

3工区中央やや西寄りにおいて検出された土坑であり、 S K311と S D311の 西側に位置する。本土

坑が S D311を切つている。

確認面のレベルは標高6。 17m前後である。平面形は円形を呈し、その規模は2.27mを 測る。土坑の

北東部が若干張り出し、やや不整形となつている。深さは50cmを測 り、底面はほぼ平坦である。掘 り

込みは一応に緩やかである。埋土は 4層 に細分されるが、上位の 2層 によつて土坑の大部分が埋めら

れている。上層の埋土には 2種類以上の異なる上が混入しており、人為的な埋め戻 しが行われたと考

えられる。

出土遺物 遺物としては土師質土器・陶磁器が中心をなすが、その大部分は小片であり、図化する

ことができたのは混入遺物の須恵器蓋 (1,2)の みである。

2 性格不明遺構

S X301 (第 65図 )

3工区北東側において検出された大規模な落ち込みである。

確認面のレベルは標高5,95m前後である。完全に検出することができなかつたので、平面形は不明

であるが、検出された範囲では西側に頂点があり、反対の東側に底辺を持つ不整な三角形を呈すると

推定される。掘り込みは非常に緩やかで、深さは40cmを 測る。南端部ではさらに一段深くなつており、

その差は40cm以 上である。埋土は水平堆積をなし、 7層に細分される。それぞれの層は土壌層と非土

壌層に分けることが可能である。埋土を詳述すると、上位より明オリーブ灰色シル ト質極細砂・灰白

色シル ト質極細砂 4層・褐灰色シル ト質極細砂・灰白色シル ト質極細砂+淡黄色細砂であり、非土壌

層には褐鉄鉱の沈澱が見られる。
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C6,300m

I 暗掲色シルト質極細砂+灰白色シルト質極細砂

(7 5YR 3/3+8/1)
晴褐色シルト質極細砂 (7 5YR 3/3 褐色シルト質極細砂を含む)

褐色シルト質極細砂   (7 5YR3/4 Feを若干含む)

褐灰色シルト質極細砂 (10YR 5/1)

0       1m

第63図 SK313平 。断面図 (S:1/40)

0              10cm

番 号 器  種
法  監 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土

口径 lA径 器 高 外 内

l 須忠器 杯身 (20) 回転ナデ。「1縁部は短かく内傾 天 N6/ 微砂 若 干

2 灰 75Y4/1 灰 N6/

第64図 SK313出 上遺物 (S:1/4)

出土遺物 遺物は土師質土器皿 (1)、 同杯 (2)、 同土鍋 (8～ 10)、 土師器杯 (3)、 瓦器椀 (5)、 瓦質土器

杯 (4)、 同椀 (6,7)、 磁器碗 (11,12)、 石鏃 (13)が ある。

1は器高の低い小皿であり、体部の立ち上がりは緩やかである。

2の底部は回転ヘラ切 りによる切 り離 しである。 3, 4は直線的な体部である。

5, 6は内面にヘラミガキが施 される。

11,12は 低い高台を持つ底部である。

13はサヌカイ ト製の石鏃の先端部であり、混入 した遺物である。

3) 包含層出土遺物  (第 66図 )

1は若干内碗する体部の上師質土器碗である。内外面とも摩滅 している。 2は土師質土器 こね鉢の

小片であり、外面の稜を境に日縁部が内湾する。

―

 一 二
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土

日径 底径 器高 外 内

1 土師質 土器  皿 (13) 全面摩滅 鈍橙 7 5YR6/4 褐 7 5YR4/6 微～細砂

2 上師質土器 杯 124 (1 回転ナデ。底面は回転ヘラ切り 鈍黄橙 10YR7/4

`田

砂

3 上師器 杯 160 (29) 全面摩滅 飾搭 5YR7/4 淡橙 5YR3/4 微砂若千

4 瓦質 上器  杯 158 (22) 回転ナデ 淡黄 25Y8/3 灰 白 25Y8/2

5 瓦 器   椀 (08) 貼付高台。内面ヘラミガキ 黒 N2/

6 瓦質土器  椀 118 (25) 回転ナデ。内面ヘラミガキ 灰 10Y6/1 文白 75Y7/1

7 (21) 回転ナデ。摩滅 オ)―夕
｀
黒 10Y3/1 天白 10Y8/1

上師質上器 上鍋 320 (28) 若干内弯する日縁部。輪積み痕。内面ナデ 淡貢橙 10YR8/4 珀責橙 10YR7/4 微～糧砂

9 脚主軸に沿つたヘラケズリ、ナデ 橙 7 5YR6/6 細～粗砂

1害褐 7 5YR3/4

11 磁 器   椀 (22) 逆台形の高台。見込みに黄緑色の和       (地 天白 25Y8/1 微砂若 千

(24) 低い高台。底部の器壁 は厚い。見込みに透明な和薬

番 号 器  種 現在長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重  さ (g) 材  質 特 徴

石  鏃 2 1 サヌカイ ト 基部を欠損。細かい調整

第65図 SX301出土遠物 (Si1/4、 1/2)

3は須恵器蓋で、外面に沈線を有する。 4は須恵器甕で、

4は小型の凹基式石鏃で、重さ0.6gで ある。

＼   |

外面に平行タタキが施される。

〃

‐ 一る一|△
|

⇔

0〕               1 0Cm 5 cm

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  lJR

胎  土

口径 底 径 器 高 外 内

1 上師質 上器 椀 150 内外 面 とも摩滅 灰 白 10YR8/2 隊砂若干

2 土師質上器こね鉢 (54) 外面ナデ・ヘラ削り。内面ナデ 鈍黄橙 10Y7� 橙 5YR6/6 放～細砂 多量

3 須恵器   蓋 114 (33) 回転ナデ。外面に若干の沈線 灰 10Y6/1 微砂若 子

4 須恵器   甕 (103) 外面は平行タタキメ、内面ナデ 灰 N51 灰 N61 粗砂

―- 55 -

番 号 器  種 現在長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重 さ (g) 材  質 特 徴

5 石  鏃 1 3 ナヌカイ ト 凹基式。小形。細 かい調整

第66図  3工区包含層出土遺物 (S:1/4、  1/2)



4 4工区

4工区は本遺跡の東端に位置し、3工区との境には現有道路と古代の山田郡・香川郡の郡界に比定

されている水路がある。南側には、現在埋め立てられて高松市立木太中学校と (仮称)サ |1原池運動場

となつているが、高松平野の特徴である溜池のひとつのガラ池があった。

4工区の全長は約100mであるが、西側の道路と東側の水路を保全する必要から調査区をやや狭めて

約93mと した。幅は南側に現有道路があるため15mで あるが、東側になるにしたがい道路が南に曲が

つているので幅は次第に広くなつている。東端では約22mを測る。調査以前の水田面の標高は5.50～

5。 70mで あり、 3工区と比較すると約80cm低 い水田である。 4工区内での標高は西側から東側に向か

って緩やかに低くなつている。

遺構は4工区のほぼ全域に検出され、古代～中世と近世の 2時代に分かれている。古代～中世初め

の遺構としては、 3面の水田と清がある。 3面の水田は調査区中央から西端にかけての旧河道の埋没

してできた微低地において検出された。溝は東側で 1本のみ検出された。近世の遺構は、掘立柱建物

・溝・土坑・ピット群がある。土坑は調査区南壁に沿つて多数検出された。調査区中央と東端では明

確な遺構でない性格不明の落ち込みが検出された。

4工区の基本的な土層の堆積は、上層より現水田耕作土 。近世条里型水田の白灰色シル ト質極細砂

・中世～近世の条里型水田の暗灰色シル ト質極細砂であり、ほば水平堆積をなしている。調査区東側

には中世～近世の水田の堆積は見られない。地山は高松平野で一般的な淡黄色シル トであるが、微低

地には旧河道堆積層があり約80cm下 がると河床に達する。

1) 古代～中世

1溝
S D401 (第 67, 68図 )

4工区東側において検出された溝で、 S

D402に切 られている。

確認面のレベルは標高5。 19～ 5.25mで あ  第67図 SD401断面図 (Si1/40)

る。溝の方向は南南西―北北東を示し、ほ

ぼ直線である。北側に約55cmの 長さで途切れている部分がある。溝の幅は40cm、 深さは10cmを測る。

断面は浅いU宇形を呈する。底面のレベルは約 4 cmの 差で南から北に下がつている。

出土遺物 遺物は須恵器壺 (1)、 同蓋 (2)、 土師器鉢 (3)、 その他の上師質土器片である。

A5,400m      B C5,400m   D  l 黒掲色ンル ト質極綱砂

(7 5YR 3/1)

0         10cm

2

番 号 器 種
法  量 化0

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色   調

胎  土
日 径 底 径 器高 外 内

1 須恵器  壺 (82)
肩が強く張る。回転ナデ。月Π部外面下半は回転ヘラケ

ズリ
灰 N6/ 天白 N7/ 微 砂若 千

須恵器   蓋 回転ナデ。天丼部外面は回転ヘラケズリ 微 ～細砂

3 土師器  鉢 球形のRIFI部。外面指頭圧・ナデ、内面ナデ。剥離 鈍赤褐 5YR5/1 梨褐 5YR3/1 細～粗砂

第68図 SD401出土遺物 (Si1/4)
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、第69図  4工区遺構配置図 (Si1/400)
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la 褐灰色シルト質踵細砂 (■5YR 6/1)一 I M7k口 |

lb 灰掘色ンルト質極細廣 (7 5YR 6/2)

2a幅反色ンルト質極細砂 (7.5YR 5/1)一 Ⅱ期水田

2b 福灰色シルト資極細砂 (7 5YR 5/1 責灰色ンルト質極細砂を若千含む)

3a 掲灰色シルト質極細砂 (5 YR 4/1)一 Ⅲ期水園

4 にぷい黄機色シルト質細砂 (10YR 7/2 Feを 含む)

0       1m

第70図 I～Ш期水田断面図 (S:1/40)
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2 水田 (第 70～ 77図 )

4工 区中央部から西側にかけて検出された水田であり、 I～Ⅲ期の 3面の水田が確認された。水田

は旧河道の埋没 した微低地のみに残存するが、条里型水田の形態から考えると本来は周辺に広がって

いたであろう。以下、各期ごとに記述する。

I期水田  (第70,71,74,75図) 4工 区西端から約28m東までの範囲で検出された水田であり、

調査区南西隅は地山の上がる微高地となっており、水田は検出されなかつた。水田の耕作土は土壌層
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番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。手 法 の 特 徴
色  調

胎  |
日径 底 径 器 高 外 内

1 須恵器   杯 4 直線的な体部。回転ナブ 灰「I N7/ 微砂″fi

2 0

3 6 (32) 体部下位は器壁厚い。回転ナデ 入N6/ 灰 白 N7/

0 (27) 口縁部が若 千外反今回転ナデ 更 El N7/

5 76 (1 1) ]転ナデ。底面回転ヘラ切り後にヘラナデ。棒状黒斑 天N6/ 灰 白 N7/

(1 』転ナデ。底面ナデ。外面と底面に棒状黒斑 更向 N7/

7 (25) 回転ナデ。底面ナデ。内面に棒状黒斑

8 122 直線的な体部。回転ナデ。底面ナデ。内面に棒状黒斑 天白 N8/

9 34 回転ナデ。底 面回転ヘ ラキ リ後 にすデ 文 N6/

須忘器 蓋 (11) ゴ転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズリ 灰 白 N7/

(1 天 N6/ 微～細砂

(24) 回転ナデ 灰 白 N8/

● /41 回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズリ ,(N5/ 天 N6/

(26)
宝珠の痕跡。回転ナデ。天丼都外面はヘラケズリ後に

すデ
天白5Y7/1 灰 白 25Y7/1 微砂

(21) 日縁部は短かい。巨I転ナデ 黄灰 25Y6/1

須恵器  杯身 (〔〕9) 日縁部は薄 く内傾す る。回転ナデ 灰 白 N7/ 天 N6/

41
日縁部は内傾。回転ナデ。体部外面下半は伸I転ヘラク

ズリ
灰 白 5Y7/1

須恵器   椀 (16)
内画回転ナデの後に指ナデ。底面回転ヘラキリ後にナ

灰 白 N7/

108 (18) 回転ナブ 灰 5Y5/1 うでド1 10YR8/J

須忘器    gi‐ H0 (45) 胴部は急傾斜で立ち上がる。回転ナデっ底面ナデ 灰 白 N7/

110 (61) 床部か ら急傾外で立ち とがる。 回転ナデ 灰 聴/ 1災 N6/

第74図  4工区 I期水田出土遺物 (1)(S:1/4)
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と非土壌層に分けられる。土壌層は褐灰色シル ト質極細砂で、厚さは平均 8 cmを 測る。非土壊層は灰

褐色シル ト質極細砂である。水田上面は後世の削平を受けており、畦畔は検出されなかった。水田面

のレベルは標高5。 30～5.40mである。水田の東側には灰白色シル ト質極細砂を充填するピットが東西

方向にほぼ直線的に並んでいるのが検出された。南北方向に派生している部分が 3ヶ 所ある。ピット

の直径は 5～ 10cmを測る。

出土遺物 遺物は須恵器不 (1～ 9)、 同蓋 (10～ 15)、 同不身 (16,17)、 同椀 (18,19)、 同壺 (20,21)、 須

恵質土器郵 (22,23)、 同椀 (27)、 土師質土器郵 (24)、 同土鍋 (28)、 瓦器椀 (25,26)、 飯蛸壺 (29～ 31)、

土錘 (32,33)が ある。

須恵器イの底部外面は回転ヘラ切 り後にナデ (5, 9)、 ナデを施 したもの (6～ 8)がある。蓋

の天丼部は回転ヘラケズヅが施される。須恵質土器郷の底部外面は回転ヘラ切 り後にナデが施される。

瓦器椀は外面指押さえ、内面ヘラミガキ、暗文が施され、高台は扁平な逆三角形である。

Ⅱ期水田  (第70,72,76,77図 ) 4工 区西端から34.75m東 の範囲で検出された水田であり、 I

期水田より約6.75m東方に拡張する。東縁部は東に大きく湾曲する。水田土壌層は褐灰色シル ト質極

細砂で、厚 さは 5 cmである。非土壌層は黄灰色シル ト質極細砂を若千含む褐灰色シル ト質極細砂であ

る。水田上面のレベルは標高5.30m前後であり、西側から東側に緩やかに低くなっている。南北方向

に延びる畦畔が 6本検出された。畦畔の幅は15～ 50cm、 高さ4 cmを測る。畦畔の間隔は6mと 4mの
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番 ; 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土
口径 底 径 器 高 外 内

須恵質 上器 杯 回転ナデ。底面回転ヘラキリ後にナデ 灰 自 N7/ 微 砂

回転ナデ。底面回転ヘラキリ後に回転ヘラナデ 灰 白 N8/ 灰 白 25Y8/1 微～細砂

上師質土器 杯 巨1転ナデロ内面ナデ 灰 白 25Y8/1

瓦器 椀
日縁 ヨヨナデ.体部外面指押 え。内面ヘ ラ ミガキ、暗

文
灰 N4/ 灰 N5/

172
口縁ヨコナデ。体部外面指押え・ナデ・内面すデ・へ

ラミガキ
灰 N5/

須恵質 上器 椀 回転ナデ。底 面回転ヘ ラキ リ 灰白75Y8/1 微 砂

に師質 と器 上鍋 日縁部内傾。外面粗いハケメ、内面ナデ 醜褐 7 5YR5/3 鈍黄橙 10YR6/3 細礫

飯 蛸 歳 飯蛸壷の L部っ中央に孔を有し、側面は溝状 明赤褐 5YR5/6 細～粗砂

飯蛸壺の上部。中央に孔有り 灰 白 5Y7/1

摩 滅 黄灰 25Y6/1

番 を 器  種 現在長 (cm) 最大幅(cm) 最大厚 (cm) 重  さ喩) 材 質 特 徴

l 錘 15 浅黄 25Y7/4 中央に孔 を持 ち、擦痕 がある

17 赤褐 5YR7/6 上端に孔有り

第75図  4工区 I期水田出土遺物 (2)(Si1/4)
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繰 り返しである。畦畔の上は土壌層と同じである。水田北束隅において、灰白色シル ト質極細砂を充

填するピットが直線的に並んで検出された。その企長は 9mを測 り、ピットの直径は5～ 10cmで ある。

出土遺物 須恵器壺 (1,2)、 同甕 (3～ 5)、 同蓋 (8～ 10)、 同不身 (11～ 13)、 須恵質土器椀 (14)、 同不

(15,16)、 土師器高郭 (17)、 同甕 (6,7)、 飯蛸壺 (18)、 石鏃 (19)である。

1は 日径35。 2cmを測る大型の壺で、胴部外面は平行タタキ、内面は青海波状タタキが施される。 5

は底部の境が不明瞭であり、外面に格子目状夕タキ、内面青海波状夕タキである。

須恵器蓋の天丼部外面は回転ヘラケズリが施され、 8にはヘラ記号がある。杯身の日縁部は短く、

直立あるいは若千内傾する。

14はやや高い高台を持ち、底部は厚い。外面は黒色である。

Ⅲ期水田  (第70,73図) 4五 区西端から約36m東までの範囲で検出された水田であり、Ⅱ期水

田より約1.30m東 に拡張する。東縁部はⅡ期水田と同様に大きく湾曲する。水田土壌層は褐灰色シル

o               20cra

2

こで3

第76図  4工区Ⅱ期水田出土遺物 (1)(Si4/8、  1/4)

翠 プ 7

0              1 0cm

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 。 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土
日径 底径 器 高 外 内

1 須恵器   壷
口縁部ヨヨナデ。胴部外面平行タタキメ、内面青海波

状タタキメ
天白 N7/ 微～細砂

2 口縁部外面に櫛 によるわず かな刻 目文 ,オ )一ア灰2 5CY4/1 更自 N8/

3 須恵器   甕 回転ナデ。 天N5/ 天 N6/ 微 砂

回転ナデ。外面格子目状タタキメ、内面青海波状タタ

キメ
微 ～細砂

5 H0
丸底気味。外面格子日状タタキメ、内面青海波状タタ

キメ
天白 25Y8/1 天白 N8/ 微 砂

土師器   甕 (63) 外 面タタキメ、内面細かいハケ メ 褐 10YR4/6 細砂 、礫

7 外 面タタキメ、内面ナデ 天黄 25Y6/2
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番 号 器  種
法  畳 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土
日径 底径 器 高 外 内

須恵器   蓋 回転ナデ。天丼 部外 面ヘ ラナデ。ヘ ラ記号 灰 白N7/ 力てN6/ 微 ～細砂

回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズリ 明青灰 5PB7/1 細砂

灰 N6/ 灰 白 N7/ 微砂

1 須恵器  杯身 日縁部直立。回転ナデ 灰 自N7/

2 (31) 日縁部は,専 く、内傾す る。 回転ナデ 灰 N4/ 灰 白 N7/

3 口縁部は短か く直立。回転ナデ 明青灰 5PB7/1 微砂少 量

4 須恵質土器 椀 回転ナデ。底面回転ヘラキリ後にナデ。外面黒色 灰 N6/ 灰 自 10YR3/1 倣砂

5 須思質土器 杯 珂転ナデ。底 面回転ヘ ラキ リ後 にナデ 灰 N8/

6 回転ナデ 灰 5Y5/1 微 ～細砂

7 土師器   高杯 裾部は若千広がる。外面摩滅、内面ナデ・ユビナデ 鈍橙 2 5YR6/4 灰 白 25Y7/1 細～租砂

8 飯 蛸 壷 挙滅 橙 5YR7/6 細砂 、穣

番 号 器  種 現在長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重  さ lg) 材  質 特 徴

石 鏃 15 サヌカイ ト 凹基式。全面細かい調整

第77図  4工区Ⅱ期水田出土遺物(2)(S:1/4、 1/2)

卜質極細砂、非土壌層は褐鉄鉱を含むにぶい黄橙色シル ト質細砂である。土壌層の厚さは4～ 10cmで

ある。水田面のレベルは標高5。 16～ 5。 30mであり、中央付近がやや低くなつている。南北方向に延び

る畦畔が 7本、東西の畦畔が 1本検出された。幅は35～ 70cm、 高さ1～ 3 cmを 測る。畦畔の間隔は4

mと 6mである。畦畔の位置は、Ⅱ期水田とほぼ同一である。東端の 2本の畦畔は不規則な位置にあ

り、やや湾曲している。畦畔を形成する土は、土壌層と同じ褐灰色シル ト質極細砂である。 1本のみ

であるが東西方向の畦畔が検出されたことより、Ⅲ期水田は長地形の地割 りであつたと考えられる。

出土遺物 須恵器、土師器片が出上したが、全て小片であり図化できなかつた。

2)近 世

1 掘立柱建物

S B401 (第 78図 )

4工区北東隅において検出された掘立柱建物であるが、検出できたのは3個の柱穴のみであり、平

面形や規模は不明である。柵列の可能性も考えられるが、ここでは掘立柱建物として報告する。

確認面のレベルは標高5。 20mで ある。柱穴は東西方向に並び、心心間の距離は2.35mを測る。柱穴

の直径は約20cm、 深さ6～ 10cmである。理土は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。南側には柱穴

が検出されておらず、掘立柱建物は北側の調査区外に広がると考えられる。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。
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2溝
S D402 (第79,80図 )

4工区東都で検出された溝であり、 S D401と

ピット群 1を切つている。

確認面のレベルは標高5。 23m前後である。溝の

方向は東―西を示 し、幅は1.15m、 深 さ10cmを測

る。断面は浅い船底形を呈す。底面はほぼ平坦で

1 灰白色シルト質極細砂 (25Y8/2)

第78図 SB401平・断面図 (S:1/40)

0           1m

1 灰掲色シル ト質極細砂
(7 5YR 5/2  黒掲色土を
プロック状に含む)

0            1m

第79図 SD402断面図 (S:1/40)

1

Cm

4工区南側にある現有のコンクリー ト水路

ある。溝の全長は約8。 00mで ある。埋土は黒褐色土をブロック状に含

む灰褐色シル ト質極細砂である。

出土遺物 遺物は数点の上師質土器、陶磁器であるが、小片のため

図化できなかった。 1は混入した遺物である。

S D403 (第81図 )

4工区の南西隅と南東隅において検出された溝であり、

とほぼ同位置である。

確認面のレベルは標高5,44m、 5,12mである。規模、

ある。埋土は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は須恵器蓋 (1)、 数点の上師質土器片、

磁器片である。

断面は不明で
ノ
/生二==拝

三 △ 1

染付片、陶
0                1 ocm

番 号 器 種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  1:口径 底径 器 高 外 内
1 須恵器  蓋 回転ナデ。天丼部外面は回転ヘラケズリ 灰 N6/ 天白 N7/ 微砂

第80図 SD402出土遺物 (S:1/4)
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番 号 器  種
法  曇 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎 I

口径 底径 器 高 外 内

1 須恵器  益 回転ナデ。天丼部外面は回転ヘラケズリ 灰 10Y5/1 力て 10Y6/1 微砂少 曇

第81図 SD403出土遼物 (S:1/4)



3 土坑

S K401 (第 82図 )

4工区中央やや東寄りにおい

て検出された土坑である。

確認面のレベルは標高5。 20m

である。平面形は隅丸方形を呈

し、2.35× 2.40mを測る。南西

隅のカーブはやや大きい。深さ

は42cmであり、掘 り込みは緩や

かである。底面の中央都は若干

下がる。埋土は3層に細分され

るが、灰白色シル ト質極細砂と

暗褐色シル ト質極細砂に大別さ

れるっ埋土に地山をブロック状

に含み、人為的に埋められたと

考えられる。

出土遺物 遺物は土師質土器

・陶磁器の小片のみであり、図

化できるものはなかつた。 第82図 SK401平・断面図 (S:1/40)

S K402 (第 83図 )

4工区中央やや東寄りの S K4011こ 南接 して検出された土坑である。

確認面のレベルは標高5.20mで ある。土坑の平面形は隅丸長方形を呈し、東西方向の長軸の長さは

1.25mを測 り、北側にS K401が あるため短軸は不明である。深さは10cmで、底面は平坦である。埋土

は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。

S K403 (第83図 )

4工区中央東寄りにおいて検出された土坑である。西側 と南側は未調査である。

確認面のレベルは標高5。 20mである。土坑の平面形は未調査部分があるため不明であるが隅丸方形

を呈すると考えられる。深さは25cmで、掘 り込みは緩やかである。南側に非常に浅い落ち込みがある。

底面は平坦である。理土は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。

S K404 (第83図 )

4工区東部において検出された土坑であり、S D 402の南側に位置する。

確認面のレベルは標高5.25mである。土坑の平面形は中央の若干くびれるピーナツ形を呈 し、東西

方向の長軸は1.70m、 短軸は0.50mを測る。深さは 5 cmで ある。底面は平坦である。埋土は褐灰色シ

ル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。

灰白色シルト質極細砂

(25Y7/1 地山ブロックを含む)

灰白色シルト質極細砂

(5Y7/1)
暗褐色シルト質極細砂

十灰白色ンルト質極細砂

(7 5YR 3/3+5Y7/1)
A5,500m
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SK402 SK403

A5,500m Ｂ
一

A5,500m Ｂ
一

A5,500m B 2

0            1m

褐灰色シルト質極細砂

(5YR6/1 灰白色細砂を

含む)

灰責色+浅黄色シルト質
極細砂

(25Y7/2+7/3 地山を
プロック状に含み、しまり
が弱い)

褐灰色シル ト質極細砂

(7 5YR 4/1 暗褐灰色土を若干含む)

1 灰責色+浅黄色シルト質
極細砂

(25Y7/2+7/3 地山を
プロック状に合み、しまりが弱い)

第83図  SK402～406平・断面図 (Si1/40)
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S K405 (第 83図 )

4工区中央東寄りに単独で検出された土坑であり、S K406の 北側に位置する。

確認面のレベルは標高5,30～ 5.88mである。平面形は長方形を呈し、南北1.65m× 東西1.10mを 測

る。深さは10cmで、底面は平坦である。埋土は 2層であり、下層に地山ブロックを含む。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみであり、図化できなかつた。

S K406 (第 83図 )

4工区中央東寄りに単独で検出された土坑であり、 S K405の 南側に位置する。

確認面のレベルは標高5。 25～5.30mである。平面形は不整な精円形を呈し、東西3.00m以上、南北

1,12mを測る。深さは 6 cm未満である。埋土は灰黄色+浅黄色シル ト質極細砂の単一層である。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片であり、図化できるものはなかつた。

S K407(第 84図 )

4工区中央において単独で検出された土坑であり、S K408の 東側に位置する。

確認面のレベルは標高5。 25m前後である。平面形は不整な円形を呈し、直径1.30mを測る。深さは

23cmで あり、掘り込みは緩やかである。底面は平坦である。埋土は灰黄色十浅黄色シル ト質極細砂の

単一層であり、地山をブロック状に含む。

出土遺物 遺物の出土はなかった。

S K408 (第 85図 )

4工区中央において単独で検出された土坑であり、S K407の 西側に位置する。

確認面のレベルは標高5。 28～ 5。 38mで ある。平面形は不整な円形であると推定され、直径1.20mを

測る。深さは18cmで あり、底面は西側が若千下がる。埋土に地山のブロックを含む。

出土遺物 遺物の出土はなかつた。

S K409 (第 86図 )

4工区中央西寄りに単独で検出された土坑であり、S K410の 東側に位置する。

A5,500m

B

1 灰責色+浅責色シルト質細砂

旦 屹習妖
/3ま

`縄

tっ

蜘如ツク

0       1m1灰黄色+浅黄色シルト質細砂

(25Y7/2+7/3 地山ブロック

を合み、しまりがない)

。      lm   第85図  SK408平・断面図 (Si1/40)

第84図  SK407平 ・断面図 (Si1/40)
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確認面のレベルは標高 5。 35

mで ある。平面形は不整な円

形を呈 し、東西1.16m× 南北

0.75mを 測る。深 さは20cmで

平坦な底面である。

出土遺物 遺物の出土はな

かった。

S K410 (第 86図 )

4正区中央西寄 りに単独で

検出された土坑である。

A5,500m

Ｂ

一　

　

　

　

　

　

Ｂ

一

第86図 SK409、 410平・断面図 (S:1/40)

確認面のレベルは標高5。 35mである。平面形は不整な円形を呈し、東西1,00m× 南北0,75mを 測る。

深さは10cmであり、掘 り込みは非常に緩やかである。底面に若干の窪みがある。

出土遺物 遺物の出土は全くなかった。

S K4H (第 87図 )

4工区中央西寄りで検出された土坑であり、S K4121こ切 られている。

確認面のレベルは標高5,35mである。平面形は不整な円形を呈し、直径1.00mを測る。深さは18cm

で、底面は平坦である。堆積状態により人為的に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみであり、図化できるものはなかった。

S K412 (第 87図 )

4工区中央西寄りで検出された土坑で、S K411,413を切つている。

確認面のレベルは標高5,35mである。平面形は隅丸方形を呈し、東西1.10m× 南北0。 90mを測る。

深さは32cmで 、掘 り込みは緩やかである。底面は平坦である。理土は地山のブロックを含み、人為的

SK409

灰褐色シルト質極細砂

(7 5YR 4/2)

責灰色シルト質極細砂

(25Yむ /1)
灰責色+浅黄色シルト質極細砂

(25Y7/2+7/3 地山プロック

を含み、しまりがない)

0       1m

SK412

Ｂ

一

Ａ
一

A5,500m

1 灰責色十浅責色シルト質極細砂

(25Y7/2+7/3
地山ブロックを含む)

2 灰白色シルト質細砂

(25Y7/1)
3 1層 +黒掲色土ブロック 1 灰責色+浅黄色シルト質極細砂

(25Y7/2+7/3 地山ブロックを

含み、しまりがない)

0           1m 0           1m

1/40)      第88図 SK414平・断面図 (S:1/40)
第87図 SK411～ 413平・断面図 (S:
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に埋められたと考えられる。

出土遺物 遺物の出土は非常に少なく、数点の陶磁器片のみである。

S K413 (第 87図 )

4工区中央西寄 りで検出された土坑であり、 S K412の 西側に位置する。

確認面のレベルは標高 5。 35mである。平面形は不整な隅丸方形を呈し、東西 1。 10m× 南北0.82mを

測る。深さは10cmで、平坦な底面である。埋土は S K411と 同一である。

出土遺物 遺物の出土は全くなかつた。

S K414 (第 88図 )

4工区西側に単独で検出された上坑で、 S K413と S K415の 中間に位置する。

確認面のレベルは標高5.32mである。平面形は長方形を呈 し、東西1.17m× 南北0.78mを測る。深

さは80cmで 、掘 り込みは緩やかである。埋土は人為的な埋め戻 しである。

出土遺物 遺物の出土は全 くなかつた。

S K415 (第 89図 )

4工区西側で単独に検出された土坑であり、 S K416の 東側の位置にある。

確認面のレベルは標高5.32mで ある。平面形は円形を呈 し、直径 1.36mを測る。深さは50cmで 、掘

り込みは緩やかである。底面は平坦であるc埋土上面には多量の炭が検出された。

出土遺物 遺物は土師質土器・陶磁器の小片のみで、図化できるものはなかつた。

S K416 (第 89図 )

4工区西側で検出された土坑で、 S K415と S K417に 挟まれた位置にある。

確認面のレベルは標高5,32mである。平面形は円形を呈 し、直径 1.17mを測る。深さは52cmで 、急

1 灰責色+浅責色シルト質極細砂

(25Y7/2+7/3 地山ブロックを含む)

2 にぶい橙色シルト質極細砂

(7 5YR 7/4  Feを 含む)

3 灰白色シルト質極細砂

(10YR 7/1 しまりがたitヽ )

4 炭イし材
5 灰白色シルト質極細砂

(7 5YR 3/1 しまりがない)

0       1m

第89図  SK415～ 417平・断面図 (Si1/40)

Ｂ

一

A5,500m
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傾斜の掘 り込みである。底面は平坦であり、底径とほぼ同じ大きさの大甕が置かれていた。

出土遺物 遺物は前述した陶器大甕、土師質土器、陶磁器、瓦が出土したが、図化できなかつた。

S K417 (第 89図 )

4工区西側において S K416に 切 られて検出された土坑である。

確認面のレベルは標高5,32mである。平面形は不整な精円形を呈し、東西2.30m以上で南北0.95m

を測る。深さは10cmで あり、掘 り込みは非常に緩やかである。埋土は単一層である。

出土遺物 遺物は全く出土しなかった。

S K418 (第90図 )

4工区西側において単独で検出された土坑である。

確認面のレベルは標高5.42mである。隅丸方形の平面形を呈する土坑を中心として南北 。東西に4

本の柱穴が取 り囲んでいる。中心の土坑の規模は1。 10× 0,90mを測 り、深さは28cmである。底面は中

央がやや窪む。埋土は人為的に埋められている。柱穴の深さは東側の50cmを 除き20cmである。

出土遺物 遺物は数点の土師質土器・陶磁器の小片であり、図化できなかつた。

③
二

A5,600m

灰責色+浅責色シルト質極細砂

(25Y7/2+7/3 地山プロックを含み、しまりがない)

明オリープ灰色シルト質極細砂

(25GY7/1)

0       1m

第90図 SK418平・断面図 (S:1/40)
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S K419 (第 91図 )

4工区南西隅に検出された土坑である。

確認面のレベルは標高5,45mである。平面形は不整な

円形を呈し、直径1,00× 0,80を 測る。深さは25cmで 、掘

り込みは緩やかである。埋土は単一層である。

出土遺物 遺物は数点の陶磁器片のみである。

A5,600m

1 褐灰色シルト質極細砂

(7 5YR 5/1  Feを 多量に合む)
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4 ピット

4工区の東側と西端においてピット群が検出された。東側のピット群 1は不規則な並びの 9個のピ

ットからなつている。確認面のレベルは標高5。 22m前後である。ピットは円形を呈 し、直径 15cm、 深

さ10cmを測る。埋土は灰白色シル ト質極細砂の単一層である。遺物は出上しなかった。

ピット群 2は 14個のピットからなつてお り、確認面のレベルは標高5,40～ 5.50mで ある。ピントの

平面形は円形を呈 し、直径 15～ 35cm、 深さ10～ 25cmを沢1る 。ピットの並びは不規則である。埋土はピ

ットにより若干色が異なり、明オリーブ灰色シル ト質極細砂・にぶい褐色シル ト質極細砂・灰白色シ

ル ト質細砂の単一層を充填する。以下、遺物の出上したピットのみ記述する。

S P4■  (第 92図 )

ピット群 2のほぼ中央に位置 し、平面形は円形を呈す。直径28

cm、 深さ13cmを測る。埋土は明オ リーブ灰色シル ト質極細砂。

出土遺物 瓦器椀 (1,2)の 日縁部の調整はヨコナデ、体部外面

はユ ビオサエが施 される。

＼  劉 ア1

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  土日径 底 径 器高 外 内

1 瓦器    椀 日縁部ヨコナデ。体部外面指押え、内面ナデ 灰 M/ 灰 白 N7/ 微 ～細砂少量
2 外面に若子の稜。日縁部ヨヨナデ。体部外面指押え

0                  1 0cm

0             1ocm

第93図 SP412出土遺物 (Si1/4)

S P419 (第 94図 )

ピット群 2の北側に位置 し、平面形は円形を呈する。直径は20cm

深 さ17cmを測る。埋土はにぶい褐色シル ト質極細砂である。

出土遺物 遺物は瓦器碗 (1)のみである。

5 性格不明遺構

S X401

4工区中央において検出された落ち込みである。平面形は北側に頂点を持つ不整形である。確認面

第92図  SP411出土遺物 (S:1/4)

S P412 (第93図 )

ピット群 2のほぼ中央に位置 し、 S P411の 西側である。平面形は

円形を呈 し、直径 17cm、 深 さ18cmを測る。ほぼ垂直に掘 り込まれ、

底面は若干段を有する。理土は明オ リーブ灰色シル ト質極細砂。

出土遺物  1は底面直上から出上 した磁器碗である。

番 号 器  種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  と日径 底径 器 高
外 内

] 磁器    碗 (73) 日縁部外反。内面・外面上半に釉        (釉 )

明オリーブ灰
2 5CY7/1 微砂若千

0               1 0cm

番 号 器  種
法  盈 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
亀  調

胎  ■[1径 底 径 器 高 外 内
1 瓦器   椀 口縁部内面ナデ。体部外面指押え。黒色 一火 灰 白 75Y8/1 微 砂

第94図  SP419出土遺物 (Si1/4)
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のレベルは標高5.40m前後である。深 さは20cm前 後で、底面は凹凸が著 しい。埋土は上層から灰黄褐

色シル ト質細砂・黄灰色砂礫・明褐灰色シル ト質細砂 。白灰色中～細砂・浅黄色シル ト質極細砂の 5

層であり、砂礫 と細砂が厚 く堆積する。

S X402

4工区東端に検出された落ち込みであり、S B401・ S D402の東側に位置する。確認面のレベルは

標高5。 18m前後である。深さは10cmで ある。西側はほぼ直線的な平面である。埋土は灰白色シル ト質

極細砂・黄灰色シル ト質極細砂の 2層である。

3) 包含層出土遺物  (第 95図 )

4工区の包含層より出土した遺物としては、土師器不 (2,3)、 須恵器蓋 (12)、 同不 (13)、 同短頸壺

(14)、 土師質土器皿 (1)、 同椀 (4,6,7)、 同郭 (5)、 同甕 (9,10)、 同焙烙 (11)、 瓦器椀 (8)、 紡錘車 (15)

がある。

学 6
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墓 豪
=三

=71。

内
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(  | ン13

一
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一

〔  ぅ 15

― L多 5 0               1 ocm

オ +~唾 14

番 号 器 種
法  量 (cm)

形 態 ・ 手 法 の 特 徴
色  調

胎  |
日径 底径 器 高 外 内

1 土師質 土器 皿 口縁部 、内面 ヨコナデっ摩滅 C5YR6/6 ,∬ 1 10YRS/2 細砂

2 と師器 杯 (1 1) 回転ナデ。底面回転ヘラキリ 奄 5YR7/6 橙 2 5YR6/6 微 砂

3 回転ナデ 鈍貢橙 10YR7/4

4 上師質土器 椀 15 2 (41)
口縁部内面に若千の稜っ体部外面ナデ、内面ヘラミガ

キ̂ 内面黒色
鈍黄椎 10YR7/3 Π音〃(N3/ 微～細砂

5 生師質 上器 杯 外 面ナデ、内面ヘ ラ ミガキ。底 面ヘ ラナデ (′ 内面黒色 禍灰 10YR5/1 黒 10YR1 7/1 微 砂

6 土師質土器 椀 (1 4) 挙滅 屯褐 7 5YR5/4 褐灰 10YR4/1 微～細砂

7 72 (16) 外 面ナデ、内面ヘ ラ ミガキ。内面黒色 天貴褐 10YR5/2 暗灰 N3/ 微 砂

8 瓦器    椀 低い高台。外面摩滅。内面ヘラミガキ 男褐灰 7 5YR7/2 微～細砂

9 士:師質 i器 甕 外面ヘラケズリ、内面摩滅.底面ナデ 天白 10YR7/1 鈍貢橙 10YR7/2 細～粗砂多豊

0 23) 口縁部 ヨヨナデ。 内面ハケメ・ ナデ 屯黄 25V6/3 掲灰 10YR5/1 微～細砂

上師質 と器嬌烙 ヨコナデ 天黄褐 10YR4/2 灰 白 25Y8/2

須恵器   蓋 13 4 回転ナデゥ天丼部外面回転ヘラケズリ 一火 灰「]N7/ 微砂

須恵器   杯 148 浅い器 高。 回転ナデ

須患器  短頸重 102 (22) 日縁部は短く直立。陣1転すデ 天向 N7/
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番 号 器  種 現在 長 (cm) 最大幅 (cm) 最 大厚 (cm) 重 さ (g) 材 質 微特

紡錘申 3 1 35 上 未製 占:ュ ゥ側 面を加 I

第95図  4工区包含層出土遺物 (S:1/4)



4 立早 自 然 科 学 的 分 析

第 ■ 節  プ ラ ン ト ‐ オ ノく
― ノレ 分 析

高松市木太町の市立木太中学校の北に所在する境目・下西原遺跡より、 2a層上面の畦畔など、中

世の水田層とみられる土層が検出された。この水田層を検証する目的で、これら土層より採取された

試料についてプラント・オパール分析を行い、その結果を以下に示した。

1.試料と分析方法

分析用試料はサブ トレンチ①の 3地点 (仮地点名 1～ 3:図 96)よ り採取された。各土層について

簡単に記すと、 la層 (I tt a層 )はやや粘土質の褐灰色の砂質シル トで、砂は極細粒砂が塊状に認

められる。 lb層 (I tt b層 )は灰褐色の砂質シル ト、 2a層 (Ⅱ 期 a層 )はやや粘土質の灰褐色

～黒褐色砂質シル トで、これら上部 3層には黒褐色のマンガン小塊が点在 している。 2b層 (Ⅱ 期 b

層)は灰褐色～黒褐色の粘土質シル トで、微細粒砂が現状に混入 している。 3a層は黒褐色の粘土質

シル ト～シル ト質粘土で、極細粒砂が根状に認められる。 4層はにぶい黄橙色の砂質シル ト～シル ト

質細砂で、上位水田層のベースではないかとみられている。

この I期・Ⅱ期水田層はいずれも中世初期の13世紀と考えられている。

プラン ト・オパール分析は、上記した各層について3地点より採取された合わせて16試料について

以下のような手順にしたがつて行つた。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する (絶対乾燥重量測定)。 別に試料約 lg(秤量)を トールビー

カーにとり、約0,02gの ガラスビーズ (直径約40μ m)を加える。これに300/Oの 過酸化水素水を約20

～30cc加え、脱有機物処理を行 う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後沈

降法により10μ m以下の粒子を除去する。この残査よリグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作成

し、検鏡 した。同定および計数はガラスビーズが300個 に達するまで行つた。

2.分析結果

同定 。計数された各植物のプラン ト・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当 りの

各プラン ト・オパール個数を求め(表 1)、 それらの分布を図 1(地点 1)、 図 2(地点 2)、 図 3(地点

3)に示 した。以下に示す各分類群のプラン ト・

オパール個数は試料 lg当 りの検出個数である。

検鏡の結果、全試料よリイネのプラン ト・オ

パールが検出された。以下に、各地点ごとにそ

の結果を示す。

地点 1(1-1～ 51):イ ネのプラン ト・オパ

―ルが全試料より10,000個 以上と多く検出され、上部に向かい減少する傾向が認められる。最も多く

得られたのはネザサ節型で、全試料500,000個 以上と非常に多く検出されているが、上部に向い減少

し、最上部で再び増加している。次いでクマザサ属型が多く、最下部 (約 86,000個)を除き60,000個

前後に安定している。ウシクサ族は50,000個 前後で、大きな傾向としては上部に向かい減少 しており、

同様の傾向がヨシ属にもみられる。その他、シバ属やキビ属などが若干得られている。

第
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第97図 地点 1のプラント・オパール分布図

第98図 地点 2のプラント・オパール分布図

第99図 地点3のプラント・オパール分布図
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試 料 の プ ラ ン ト・ オパ ール個 数

試 料

番 号

イネ

(個 /g
ネザサ節狸

(個 /g
クマザサ属型

(個 /g)
鼈のタケ亜科

(個 /g)
ナヤ ヌカ グサ届

(個 /g)
ヨシ属

(個 /g
シバ属

(個 /g
キビ族

(個 /g
ウ シ クサ族

(個 /g)
不 明

(個 /g
1-1 10,500 683,300 6と ,700 9,400 0 2,100 1,000 32,400 35,600

2-1 17,900 502,200 66,500 6,900 0 3,000 1,000 3,000 48,600 33,700

3-1 20,300 578,000 58,700 9,000 0 6,800 0 2,300 54,200 44,000

4-1 11,300 659,400 58,400 7,200 6,200 0 1,000 39,000 19,500

5-1 26,900 809,400 86,200 15,700 0 9,000 0 58,200

1-2 8,900 492,500 52,400 4,000 0 2,000 0 13,800 21,800

2-2 11,300 497,900 56,600 5,100 0 6,200 0 34,000 31,900

3-2 9,600 520,800 65,000 1.100 0 6,400 0 10,600 17,000

4-2 9,500 912,700 99,600 9,500 0 14,800 0 67,800 66,800

5-2 56,300 563,600 64,800 5,700 0 3,800 0 1,000 29,600 36,200

A 12,800 355,600 46,300 6,900 0 4,900 1,000 21,700 30,500

B 18,600 63,000 11,400 0 6,200 2,100 53,700 29,900

C 12,200 523,900 54,500 10,000 0 3,300 1.100 51,200 20,000

D 27,600 944,800 87,200 5,500 9,900 0 3,300 94,900

E 7,500 556,000 46,200 3,200 2,200 1,100 2,200 45,200 46,200

F 19,400 526,300 52,700 5,400 0 11,800 0 1,100 25,800 45,200

地点 2(1-2～5-2):イ ネは10,000個 前後と、非常に多い最下部の約56,000個 を除き安定して検出

されている。最も多く検出されているのはやはリネザサ節型で、試料4-2で突出した産状 (約 910,000

個)を示す他は50,000個 前後で、上部に向かい若干減少している。次いで多く得られているクマザサ

属型も試料4-2で 突出した産状を示すなど、ネザサ節型と同様の産出傾向を示している。ヨシ属も試

料4-2で やや突出した産状を示し、その上位では減少している。ウシクサ族は増減を繰 り返してお り、

その他、キビ属が若干検出されている。

地点 3(A～ F):イ ネは、試料 E(7,500個 )を除き10,000個 以上と多く検出されている。やは

り最も多 く検出されているネザサ節型は、最上部の試料Aで最も少ない約350,000個 を、また、試料

Dで突出した数値約910,000個 を示す他は550,000個前後である。この試料Dにおける突出した産状は

クマザサ属型 (約87,000個 )やウシクサ族 (約 95,000個 )に も認められ、その他の試料についてクマ

ザサ属型は50,000個前後を示し、ウシクサ族は上部に向かい増加するが、最上部では減少している。

ヨシ属は最下部で10,000個 を越え、ヨシ属としては非常に多く検出されており、試料Dにおいても多

く検出されている。その他、シバ属、キビ属などが若干検出されている。

3.稲作について

上記したように、全試料よリイネのプラント・オパールが検出された。検出個数の目安として福岡

市の板付北遺跡では、プラント・オパールが試料 lg当 り5,000個以上という高密度で検出された地

点から推定された水田址の分布範囲と、実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている (藤原19

84)。 こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個 を目安に、プラント・オパールの産出状態

や遺構の状況をふまえて判断されている。これに従えば、各試料とも5,000個 以上のプラント・オパ

ールが検出されており、稲作の可能性はプラント。オパール分析からは判断される。また、地点 3の

試料について予察的に花粉分析を行つた結果、イネ科花粉が多く検出されており、水生植物 (抽水植

物)のオモダカ属が全試料から検出されるなど、水田雑草を含む分類群 (オモダカ属・ ミズアオイ属

。キカシグサ属)も検出されている。このように、プラント・オパール分析および花粉分析結果から

水田稲作が予想され、検出された水田遺構を支持する分析結果を示している。
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また、地点 3の最下部 (4層 )か ら多 くのイネのプラント・オパールが検出されている。この 4層

は水田遺構のベースと考えられているが、今回の結果から当遺跡においては13世紀以前においても水

田稲作が行われていた可能性は高いと判断される。なお、高松市伏石町に所在する居石遺跡において

は縄文時代晩期の中頃から末にかけてと古代以降に稲作が営まれていたと考えられている (外 山199

5)。

4.遺跡周辺のイネ科植物

非常に多 く検出されているネザサ節型のササ類 (ゴキダケ、ケネザサ (ミ ヤコネザサ)は主に日の

あたる開けたところに生育するササ類で、遺跡周辺丘陵部や住居の存在が予想される微高地、水田周

辺の比較的乾いたところなどに普通にみられたのであろう。また、ウシクサ族 (ス スキ、チガヤな

ど)も 同様のところでの生育が考えられ、ネザサ節型のササ類とともに草地を形成 していたと思われ

る。

低地部では先にも記したが、中世以前においても稲作が行われていた可能性が高 く、こうした水田

周辺の水路などにヨシ属が多く生育していたものとみられる。その後、水田域の拡大・整備などによ

リヨシ属はその生育地を挟めたと推測される。また、シバ属は畦など比較的乾いたところに生育して

いたものとみられる。

クマザサ属型のササ類 (ミ ヤコザサ、スズタケ、チマキザサなど)については、主に林下での生育

が予想され、遺跡周辺の山地丘陵部に存在していたであろう森林の下草的存在で分布を広げていたと

推測される。

なお、キビ属が少ないながら検出されているが、その形態からアワ、ヒエ、キビといった栽培種に

よるものか、エノコログサ、スズメノヒエ、タイヌビエなどの雑草類によるものか分類できないのが

現状であり、検出されたキビ属が栽培種によるものかどうかは不明である。

引用文献
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一般国道11号高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第七冊 居石遺跡、高松市教育委員会

・建設省四国地方建設局、 p.193-210。
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第 2節  境 目  ‐ 下 PL4原 遺 跡 (わ 花 粉 化 名

高松市木太町に所在する境目。下西原遺跡において行われた発掘調査で、中世初 (13世紀)の水田

遺構が検出された。このように、13世紀と時代が限定されていることから、この時期における遺跡周

辺の植生について検討できることは意義深いと考え、水田遺構を埋積する土壌について花粉分析を行

い、13世紀における遺跡周辺の古植生について検討 した。

1.試料と分析方法

試料は、地点 3よ り採取された 6点 (試料A～ F)で、おおむね灰褐色の砂質シル トである。なお、

試料採取地点付近の土層断面や各試料の記載についてはプラント・オパール分析の章を参照して頂き

たい。この 6試料について以下のような手順にしたがつて花粉分析を行つた。

試料 (混重約 2～ 4g)を遠沈管にとり、10°/Oの水酸化カリウム溶液を加え20分聞湯煎する。水洗

後、0,541m目 の箭にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に460/Oの フ

ッ化水素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離 (比重2.1に調整 した臭化亜鉛溶液を加え

遠心分離)を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセ トリシス処理

(無水酢酸 9:1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎)を行 う。水洗後、残澄にグリセリンを加え

保存用とする。検鏡はこの残澄より適宜プレパラー トを作成して行い、その際サフラニンにて染色を

施した。

2.分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉31、 草本花粉27、 形態分類で示 したシダ植物胞子 2、

藻類 1の総計61で ある。これら花粉・シダ植物胞子 。藻類の一覧を表 2に、主要な花粉 。シダ植物胞

子の分布を図1001こ 示した。なお、分布図における樹木花粉は樹木花粉総数を基数に、草本花粉および

シダ植物胞子は全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示してある。表および図においてハイフンで

結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものをしめし、クフ科 。バラ科の花粉は樹木起源と草

本起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

検鏡の結果、コナラ属アカガシ亜属の優占で特徴づけられ、同じ常緑広葉樹ではシイノキ属―マテ

バシイ属 (以後シイ類と略す)。 ユズリハ属などが検出されている。アカガシ亜属に次いでコナラ属

ヨナラ亜属が多く、同じ落葉広葉樹類ではサワグル ミ属―クルミ属・クマシデ属一アサダ属・ニレ属

―ケヤキ属などが検出されている。また、針葉樹類ではスギが 50/O前後でもつとも多く、その他、ツ

ガ属・マツ属複維管束亜属 (ア カマツ・クロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)。 コウヤマキ属・イ

チイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科 (以後ヒノキ類と略す)な どが産出している。草本類はイネ科が最も

多く、次いでカヤグジグサ科・ ヨモギ属が 1°/oを越えて検出されている。また、水生植物 (抽水植

物)のオモダカ属も全試料 1°/o以上を示しており、同じ水生植物のサジオモダカ属・イボクサ属・ ミ

ズアオイ属・キカシグサ属なども比較的検出されている。

3.境目・下西原遺跡周辺の古植生

以上のような花粉分析結果から、中世初期 (13世紀)の境目・下西原遺跡周辺の古植生は以下のよ

うであつたと推測される。

中世初期 (13世紀)の遺跡周辺丘陵部や微高地ではシイ類を交えたアカガシ亜属を主体とした照葉
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表 2 境 目 下 西 原 遠 5亦 C》 テ≧ 出 TL▼ テイし 41-勇 こ
=衰

和 名 学 名

樹木
モ ミ属

ツガ属
マツ届複維管束亜属
マ ツ属 (不 明 )

コウヤマキ届
スギ

イチイ科 ―イヌガヤ科 ―ヒノキ科
ヤナギ属

ヤマモモ届
ノグル ミ属

サ ワグル ミ届 ―クル ミ属
クマンデ属 一アサダ属
カバ ノキ属
ハ ンノキ属
ブナ

イヌブナ
コナラ属 コナラ亜届
コナラ属アカガシ亜属
ク リ属
シイノキ属 ―マテパ シイ属
ニ レ属 ―ケヤキ属
エ ノキ届 ―ムクノキ属
ユ ズ リハ属
モチノキ属
カエデ属

トチ ノキ属
プ ドウ属
グ ミ属

ウコギ科

ツツジ科
エゴノキ属

■bFes
Tsusa
PFnus subgen。  つ

=PrOx/ど
。n

P=nus (UnknOWn)
scra」οprtyS
Oryptοコerra J,pο n=Ca D. Do■
T.― C.

S2ヱ
=X/yrェ ca

P′ Bιンで,rya
Pとeroca■ ya一」ugFans
carprnus ― θoとrya
】θtvヱ B
4」 nus
Fagvs creコ ata Blune
Fagus J,poコ 】ca Maxin`
OVerCus subgen. L9p=」 obB=Bコ us

OWerCus subgen. C/θ 」οba′ Bコοpsど s

Castaraθ B
じastan9psrs ― Pasan=B
Erfコ vs― ね ′FoyB
89Ftrs―ィpれanan士ねo
DBphnip町■

=勒f19x
4θっr
■9scu」 us
y=と

'sど
=B9BFnusAraliaceae

Ericaceae
Sとノrax

革本
ガマ届
サジオモダカ届
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
イボクサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節一ウナギツカミ節
イタ トリ節
他のタデ属
アカザ科一ヒユ科
ナデシヨ科
カラマツソウ属
他のキンポウゲ科
アプラナ科
ワレモコウ属
他のパラ科
キカシグサ属
ミズユキノシタ属
アリノトウグサ属
セ リ科
キュウリ属
ヨモギ属
他のキク亜科
タンポポ亜科

Typha
■」

=o口
a

sagrttarra
Granineac
Cyperaceae
AneFJena
河οコοchorra
Moraceae
Rupex

Po′/」oコun sect, Persicaria― Echinocaulon
Pof/」●コu口 seCt. Reynoutria
other Polygo■un
Chenopodiaceae ― Anaranthaceae
Caryophyllaceae
Trlaヱ

=ctrunother Ranunctlaceae
Cruciferae
Sこれgvゴ sOrbB
other Rosaceae
Rota=a
L口 th正

『
ra

raroragis
Umbelliferae
σuc」口fs
ArtenfgFa
other Tubuliflorae
Liguliflorae

シダ植物
単条型胞子
三条型胞子

Monolete spore
Trilete spore

黄緑色藻類
Boと■yOoつ ccttS braun== Kutzing

樹木花粉
草本花粉
シダ植物胞子
花粉・胞子総数

不明花粉

Arboreal pollen
Nonarboreal pollen
Spores
Total Pollen & Spores

Unknown Pollen

223
211

1

435

22

222
433

1

656

26

T, 一 C. はTaxaceae― Cephalotaxaceae― Cupresaceaeを 示す
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樹
木

花
粉

草
本

花
粉

・
シ
ダ
植

物
胞

子

三 条 型 胞 子

単 条 型 胞 子

タ ン ボ ポ 亜 科

他 の キ ク 亜 科

ヨ モ ギ 属

キ ユ ウ リ 属

セ リ 科

ア リ ノ ト ウ グ サ 属

キ カ シ グ サ 属

ア ブ ラ ナ 科

他 の キ ン ポ ウ ゲ 科

カ ラ マ ツ ソ ウ 属

ナ デ シ コ 科

ア カ ザ 科 ― ヒ ユ 科

サ ナ エ タ デ 節 ― ウ ナ ギ ツ カ ミ 節

ギ シ ギ シ 属

ク ワ 科

ミ ズ ア オ イ 属

イ ボ ク サ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科

イ ネ 科

オ モ ダ カ 属

サ ジ オ モ ダ カ 属

ガ マ 属

ツ ツ ジ 科

ブ ド ウ 属

ト チ ノ キ 属

カ エ デ 属

モ チ ノ キ 属

ユ ズ リ ハ 属

エ ノ キ 属 ― ム ク ノ キ 属

ニ レ 属 ― ケ ヤ キ 属

シ イ ノ キ 属 ― マ テ パ シ イ 属

ク リ 属

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属

イ ヌ ブ ナ
ブ ナ

ハ ン ノ キ 属

カ パ ノ キ 届

ク マ シ デ 属 ― ア サ ダ 属

サ ワ グ ル ミ 属 ― ク ル ミ 属

ヤ マ モ モ 属

ヤ ナ ギ 属

イ テ イ 科 ― イ ヌ ガ ヤ 科 ― ヒ ノ キ 科
ス ギ

コ ウ ヤ マ キ 属

マ ツ 属 （ 不 明 ）

マ ツ 属 複 維 管 束 亜 属

ツ ガ 属

モ ミ 属

シ ダ 植 物 胞 子

草 本 花 粉

樹 木 花 粉
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樹林が優勢であった。また、コナラ亜属を中心にクマシデ属一アサダ属・ニレ属―ケヤキ属などの落

葉広葉樹林も分布を広げていた。その他、スギ・ツガ属・ ヒノキ類・コウヤマキ属といつた温帯針棄

樹類も照葉樹林や落葉広葉樹林に交じつて生育していた。なお、プラント・オパール分析からこれら

森林植生とともに一部にはネザサ節型のササ類 (コ キダケ・ ミヤコネザサなど)や ウシクサ属 (ス ス

キ・チガヤなど)が生育する草地も存在 していた。

なお、先に報告した居石遺跡 (伏石町所在)の 中世～近世においてはニヨウマツ類が優占してお り、

それ以前では温帯針葉樹類を交えた照葉樹林が優勢であった (鈴木1995)。 こうしたことから、13世

紀における当遺跡周辺の照葉樹林を主体とした植生は、以後にみられるであろうニヨウマツ類の増加

直前の植生を示していると推測される。また、居石遺跡にみられるニヨウマツ類優占期は14世紀以降

と考えられよう。

一方、低地部においては水田遺構の検出とプラン ト・オパール分析結果から支持されるように、水

田稲作が営まれていたと推測され、こうした水田域には水生植物のサジオモダカ属・オモダカ属・ミ

ズアオイ属 。キカシグサ属といつた水田雑草類が生育していた。その他、カヤグリグサ科 。アカザ科

一ヒユ科 。キンポウゲ科・セ ジ科・ヨモギ属 。キク亜科・タンポポ亜科なども水田域や畦などに生育

していた。また、プラン ト・オパール分析からヨシ属やシバ属もみられたと推測される。

以上のように、13世紀の境日・下西原遺跡周辺の古植生について、丘陵部や微高地ではアカガシ亜

属を主体とした照葉樹林が優勢であり、ヨナラ亜属を中心とした落葉広葉樹林も分布を広げていた。

また、ツガ属・スギ・ ヒノキ類などの温帯針葉樹類もこれらに交じるように生育しており、一部には

ネザサ節型のササ類やウシクサ属などが生育する草地も存在 していた。一方、低地部では水田稲作が

行われており、こうした水田にはオモダカ属やミズアオイ属などの水田雑草類が生育していた。また、

カヤツジグサ科 。キンポウゲ科 。セリ科 。キク科 。ヨシ属・シバ属などが水田域や畦などにみられた。

引用文献

鈴木 茂 (1995)居 石遺跡の花粉化石.高松市埋蔵文化財調査報告第30集 一般国道H号高松東道路

建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第 7冊 居石遺跡、高松市教育委員会・建設省四国地方建設局、

p.193-210,
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5 圭早 調 査 の 成 果 と 問 題 点

第 ■ 節  香 メII県 に お け る 水 田 遺 構

1. イまじめ1こ

1988年 に刊行された『水田遺構集成』
うに収録されている香川県の水田遺構は、下川津遺跡の 1例

のみであり、四国四県でも高知県・徳島県に 1遺跡づつあるだけである。四国で 3遺跡という数は、

当時全国で200余 りの水田遺構が検出されているのに比較すると、非常に少ないと言える。四国は水

田遺構の空白地域であつた。この状況はその後も変わらなかった。 しかし、四国横断自動車や関連す

る道路、区画整理、さらに民間開発に伴 う大規模な発掘調査の急激な増加によつて、水田の検出例も

少しづつ増えてきた。その結果、現在香川県における水田遺構は本遺跡を含めて19遺跡を教える。時

代は弥生時代前期から近世までの長期間にわたつている。ここでは、県内の水田遺構を時代別に集成

し、水田区画の特徴や変遷について若千まとめてみたい。

2.水田の概要

弥生時代

川津下樋遺跡
2)坂

出市川津町

水田は大 。中 。小畦畔によつて方各状に区格された不定形小区画水田であり、微高地のわずかな凹

地に立地する。平面形は南北にやや長い長方形を呈し、一辺は南北2.50～ 4.40m、 東西2.55～ 3.45m

を測 り、平均面積は10m2でぁる。時期は縄文時代晩期から弥生時代中期である。

弘福寺領山田郡田図比定地域
3)高

松市林町

昭和63年度と平成元年度調査区において後背湿地に立地する2面の不定形小区画水田が検出された。

上面の水田は畦畔によつて長方形ないし多角形に区画され、調査面積が狭いため水田の規模は不明で

ある。時期は弥生時代後期以前である。下面の水田は南北と東西の畦畔によつて規則的な方各状に区

画される。その規模は 2× 4mの長方形である。時期は弥生時代中期前半以前である。

上西原遺跡
4)高

松市木太町

旧河道の斜面上に立地する水田が検出された。水田は南北 。東西の畦畔によつて整然とした方格状

に区画された部分と畦畔のない部分がある。前者は5× 10mを測る不定形小区画水田である。遺物の

出土が非常に少なく、時期は不詳であるが弥生時代中期前半以前と推定される。

浴・長池Ⅱ遺跡
5)高

松市林町

微高地上のわずかな凹みに立地する水田が県内最大の約2000♂ の範囲で検出された。水田は畦畔

により整然とした方格状に区画された不定形小区画水田であり、総計315区画を確認する。規模は 2×

4mの長方形を呈し、面積は1,3～ 19ド を測 り、平均5.76m2でぁる。大畦畔を境に水田区画の方向が

若干異なる。時期は弥生時代中期前半以前である。

浴 。長池遺跡
6)高

松市林町

微高地上のわずかな凹みに立地する水田が24区画検出された。水田は南北 。東西の畦畔により整然

と方格状に区画された不定形小区画水田である。規模は 2～ 3× 4～ 7mを測る長方形であり、面積

は6～ 10.9♂、平均9,96♂ である。時期は弥生時代前期末以前である。

第
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下川津遺跡
7)坂

出市川津町

微高地間の低地帯 (旧 河道)に検出された水田は、畦畔により区画された不定形小区画水田である。

総計24区画を確認する。平面形は長方形・三角形・扇形を呈し、平均面積は46.1話 を測 り、やや面

積が広い。時期は弥生時代後期後葉である。

古墳時代

飯野 。東二瓦礫遺跡
8)丸

亀市飯野町

微高地上のわずかな凹みに立地する水田が検出された。水田は畦畔により区画されて不定形小区画

水田であり、16区画を確認する。平面形は長方形を呈し、規模のわかる水田はないが長軸 4～ 7mを

測る。時代は古墳時代である。

国分寺・下日名代遺跡
9)綾

歌郡国分寺町

旧河道が埋没 してできた凹みにおいて、人工的に整地した部分が確認され、多数の足跡が検出され

た。何らかの土地利用がなされたと考えられる。時期は古墳時代～平安時代である。

浴 。松ノ木遺跡0高 松市林町

旧河道が埋没してできた凹みに水田が検出された。水田は南北・東西の畦畔により方格状に区画さ

れた不定形小区画水田で、総計58区画を数える。平面形は南北に長軸を持つ長方形を呈し、0,87～ 2.

40× 2.10～ 6.70mを測 り、平均面積は4♂台である。時期は 5世紀末～ 6世紀初である。

川津中塚遺跡
り 坂出市川津町

調査区南壁に畦畔状の高まりを確認 した。幅1.34m、 高さ17cmを測る。

古代

下川津遺跡

低地帯 (旧 河道)に検出された 2面の水田は、畦畔により方格状に区画された不定形小区画水田で

ある。 1面の水田は18区画を検出し、平面形は比較的整った方形を呈し、平均面積は108。 5仇ギであ

る。畦畔は条里地割と同方向を示し、条里制との関連が考えられる。時期は奈良時代前半である。別

の水田は19区画を検出し、長方形を呈する。規模は2.00～ 14.00× 2,40～ 17.50mを 測る。時期は 8世

紀後半～11世紀前半である。

川津一ノ又遺跡
り

旧河道の埋没 した凹みに検出された水田は、畦畔によつて方形ないし長方形に区画される不定形小

区画水田である。規模は5.50× 7.00mで 、木樋も検出される。時期は余良時代である。

死塚遺跡
D高 松市檀紙町

旧河道の理没 した凹みに検出された。水田は大小の畦畔によつて区画された不定形小区画水田であ

り、総計15区画が確認 された。面積は25～ 47♂ である。時期は古代前半頃である。

空港跡地遺跡
け 高松市林町

旧河道の理没 した凹みにおいて 2面の水田が検出された。上面の水田は畦畔によつて長方形に区画

され、総計 8区画が確認 された。短辺は 7～ 8m、 長辺は約30mを測る。水田は旧河道の方向に規制

されている。時期は10～ 13世紀頃である。下面の水田は短辺約 8mを測る。時期は10世紀以前である。

浴 。長池遺跡

旧河道の埋没 した凹みに検出された。水田は畦畔によつて方形区画された不定形小区画水田である。

総計で36区画が確認され、面積は1.60～ 22.7m2を 測 り、平均9.37♂ である。地形の傾斜に応 じた区

画である。時期は 9世紀である。
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中世～近世

川津一ノ又遺跡

旧河道の埋没した凹みの上層において検出された。用水路沿いに畦畔が部分的に検出したのみであ

り、水口を確認した。時期は中世である。

死塚遺跡

旧河道の埋没した凹みの上面に検出された。水田は畦畔によつて区画され、4区画が確認された。

面積等は不明。時期は13～ 14世紀を下限とする。

百相坂遺跡り
高松市仏生山町

旧河道の理没した凹みの上面において水田面及び畦畔 。水口を検出した。畦畔は長さ13.3mを 測り、

版築状構造をなす。水田の検出面積は67∬以上である。時期は中世である。

東山崎 。水田遺跡0高 松市東山崎町

旧河道の埋没した凹みに検出された。水田は南北・東西方向の直線的な畦畔によつて方形に区画さ

れる。調査区が狭いため面積は不明である。時期は中世あるいは近世である。

浴 。長池遺跡

旧河道の埋没した凹みに 2面の水田が検出された。両面の水田とも南北 。東西の畦畔によつて方格

状に区画された不定形小区画水田であり、上面で28区画、下面で70区画が確認される。上面水田の面

積は5。 10～ 24.90♂ 、下面は4.10～ 20。 50ギである。時期は12世紀末～13世紀初である。

浴・松ノ木遺跡

旧河道の理没した凹みに 2面の水田が検出された。両面の水田とも南北 。東西の畦畔によつて方格

状に区画された不定形小区画水田であり、上面は95区画確認され、面積は1,70～ 18.60♂ である。下

面は126区画で、面積は2.50～28.40♂である。時期は、共に12世紀末～13世紀初である。

松縄下所遺跡n 
高松市松縄町

調査区北西部の微高地上に検出された。水田は南北 。東西の畦畔によつて方格状に区画された不定

形小区画水田である。時期は中世である。

蛙股遺跡0 
高松市太田下町 。伏石町

旧河道の埋没した凹みの上面に検出された。不規則な 2本の畦畔が検出され、土層断面に4～ 5m
間隔の畦畔状遺構が確認された。時期は12世紀中頃である。この水田の上にほぼ同時期の水田面があ

り、哺乳類の足跡が検出された。

弘福寺領山田郡田図比定地域

後背湿地の埋没した凹みの上面に検出された。畦畔は検出されなかったが、南北・東西の方向の溝

がほぼ 9m間隔で検出され、人間や哺乳類の足跡・率跡が確認された。長期間安定した地表面であつ

たと考えられ、13世紀初を下限とする。

宮尻上遺跡
ゆ 高松市多肥下町

水田畦畔が検出された。幅は lm強でほぼ南北に延びる。調査区南側の微高地縁辺では南東方向に

畦畔が分岐する。時期は不詳だが、近世と推定される。

3 各時代の水田の特徴

弥生時代の水田形態は、畦畔によつて区画された不定形小区画水田であり、平面形は長方形を呈し、

規模は一様に小さい。等高線 と平行に基準となる畦畔を設定し、その後直交する畦畔を適時に設定す

る。配水方式としては、数力所の水日もあるが基本的には畦畔掛け流 し方式であり、水田面は僅かな
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高低差を持つ。弥生時代の水躙は土地の希J約 を強く受けている。県内の水閣で注目すべき点は大部分

の水国が20ぽ未満の面積であるのに対 して、下川津遺跡では約40♂を測る広い水園であることであ

る。また、水田の立地する場所は、 1日 河道と微高地上の凹みに大きく分かれており、旧河道に水田が

検出されたのは下川津遺跡のみである。このように下川津遺跡の水田は、規模・立地に関 して特異な

存在である。他の遺跡はすべて微高地上の凹みに検出され、その形態を詳細に検討すると2種類に細

分される。すなわち、浴 。長池Ⅱ遺跡のように広い範囲に水田が検出される場合と浴 。長池遺跡のよ

うに狭い凹みに検出される場合である。前述 した 2遺跡の水田は旧河道を狭んで近接する位置関係に

あるが、その形態は異なつている。この違いは水田の造営基盤となる集落の大きさに起因すると考え

られる。 しかし、高松平野では水田と母体の集落を結びつけることができる遺跡は、現在まで明らか

になつていない。特に、溶 。長池Ⅱ遺構の水囲は約2000♂以上という広大な面積であり、この水閣

の造営だけでなく潅漑施設、さらに農作業を含めた米作 りには大きな労力が必要であつただろうし、

それを指導する中心人物 (支配者)の存在も必須であつたと考えられる。今後、これらの水国の周辺

部で集落の検出が求められる。

古墳時代の水田で明確な区画が分かるのは、飯野 。東二瓦礫遺跡と浴 。松ノ木遺跡のみであり、全

時代の中で最も件数が少ない。水田は畦畔によつて方格状に区画された不定形小区画水田であるが、

立地は微高地上の僅かな凹みと旧河道の埋没 した凹みに分かれる。浴・松ノ木遺跡では検出面積は狭

いが水田土壌層が微高地上にも確認されており、本来の水田はもつと広範囲に広がつていたと考えら

れる。 しかし、水田の区画は土地の傾斜に基づいた小区画である。弥生時代と比較 して弱くなつてい

るとは言え、依然として土地条件の制約を受けている。古墳時代の経済的基盤は稲作であると考えら

れているにもかかわらず、全国的に水田の検出は非常に少ない。高松平野では多数の吉墳はあるが、

住居址 (集落)はほとんど見つかつていない。

古代の水田形態はほとんど一様である。旧河道の埋没 してできた凹みにおいて検出され、畦畔によ

って方格状に区画された不定形小区画水田である。 しかし、詳細に見ると区画にわずかな違いを見い

だせる。高松平野で近接する空港跡地遺跡と浴 。長池遺跡を比較すると、水田の平面形や規模に相違

点がある。前者は短辺 7～ 8m× 長辺30mを 測り、整然とした長方形を呈する。長地型に近い水田で

ある。後者は基本的には方格状に区画されるが、畦畔が由がつていたり平面形の不整備な水田もある。

その面積は1.60～22.70♂ を測 り、最大面積でも前者の約1/10である。弥生時代の不定形小区画水

田に近い形態である。両遺跡とも旧河道の方向に規制されているが、後者の方がより強く土地の規制

を受けていると言える。

当該時期の水田に関して最も重要な問題は、条里制である。現在までに高松平野において、空港跡

地遺跡や高松東道路建設に伴う発掘調査、都市計画道に伴 う発掘調査等によつて条里地割に比定され

る構状遺構が多数検出されている。さらに、高松市が実施 している弘福寺領讃岐国山田郡図比定地域

事業により条里地割の復原が行なわれてお り、高松平野の条里地割の概要は次第に明らかになつてき

た。 しかし、条里制施行の時期に関しては不明な部分がある。この問題を考える上で重要な遺跡が、

松縄下所遺跡と小山 。南谷遺跡、新田 。本村遺跡である。松縄下所遺跡では、幅 2m間隔の平行溝が

南北方向に約200m以 上検出され、直交する溝や規則的に配置された掘立柱建物群もある。この構は

復原条里坪界線とは若千ずれているが、計画的な幹線道路であると考えられる。 7世紀中頃～ 8世紀

後半に比定される土器が出上しており、高松平野の条里施行時期がこの時期まで湖ることができる。

小山 。南谷遺跡
′°と新田 。本村遺跡では、南海道基準の山田郡条里地割 りとは方向が異なる条里坪界

線の溝とそれに伴 う集落、条里施行時の整地面の下で建物群 。井戸・溝が検出された。井戸や溝の整
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地層から7世紀末～ 8世紀初頭に比定される土器が出上した。空港跡地遺跡においては、 8世紀末～

9世紀初頭と考えられる溝が復原条里地割と同方向で検出されている。これらの実例が示すように高

松平野では 7世紀中頃～ 8世紀初頭には条里制が施行されていたと考えられる。

中世の水田は本遺跡を含めて最も多い11遺跡を数える。検出されたのは旧河道の理没してできた凹

みの上面のみであるが、浴 。長池遺跡や浴 。松ノ木遺跡では微高地上にも土壌層が検出されてお り、

畦畔等は後世の削平で消滅 しているが本来の水田は条里制に基づいて広範囲に広がっていたと思われ

る。 しかし、検出された水田の大部分は畦畔で区画された不定形小区画水田であり、基盤地形による

区画の乱れが一部見られるが全体としては正方位で方格状の地割となつている。これは大規模な条里

型水田と異なる様相を呈しているが、小区画が長方形地割 りを細分 したものであると考えるとこの小

区画水田は条里方地割 りに基づいた区画である。一方、本遺跡の水田は4mないし6m間隔を測る南

北方向の畦畔によつて長方形に区画されている。調査面積が限られているため水田の長辺の長さは不

明であり、水田の規模は分からないが、畦畔の方向が山田郡・香)|1郡の郡界線に比定されている水路

と同じであり、その間隔も条里制の基準によるものである。明らかに条里地割 りの水田であると考え

られる。このように、中世の水田遺構の形態には、小規模な区画の水田と規則的な長方形の区画の水

田の 2種類がある。
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6 圭早 お わ り に

境 日・下西原遺跡では、第 3章で詳しく述べたように弥生時代～近世に至るまでの多くの遺構を検

出することができた。その主な遺構 としては、掘立柱建物・溝・土坑・水田・ピット・旧河道である。

旧河道は厳密には遺構の範疇に入らないが、微地形復原に関する新たな資料を提供 した。本遺跡の性

格をまとめると、 「生産遺跡」であると言える。

弥生時代の遺構は、 2工区の旧河道と3工区の溝である。16条の溝は、幅 7～ 9mを測るS D308

のような大規模な溝とS D313、 314の ような小規模な溝の 2種類がある。全ての溝は南から北方向に

流れているが、その間隔や方向に規則性はない。その時期は弥生時代後期であるが、 S D808出上の

土器の中には後期終末ないし古墳時代初頭に比定されるものがある。

古代の遺構は、 1工区の水田と旧河道、4工区の溝のみである。水田は局地的な不定形小区画水田

であり、規模・平面形は調査面積が狭いため不明である。水田の一筆には不規則に人間の足跡や稲株

痕が多数検出された。旧河道は水田と同時期であり、その堆積土中並びに河床から多量の上器片が出

上し、同時に加工木や哺乳類と思われる顎骨・歯も出土した。

中世の水田は、旧河道が埋没してできた凹みの上面に3面検出された。Ⅱ期・Ⅲ期の水田は4mな
いしOmの規則的な間隔の畦畔によつて長方形に区画されている。畦畔がほぼ同位置に重複 してつく

られていることは、これらの水田が10年 とか20年の単位の間を置かず、連続 して機能 していたことを

示している。水田面に13世紀初めと考えられる瓦器椀が出土しており、水田の時期の下限を示す。ま

た、水田面には小ピットが直線的に並んでいるのが検出され、「稲架」である可能性が考えられる。

今後のデータの増加によるさらなる検討が期待される。

近世の遺構は、 1工区を除く全ての調査区において検出されている。遺構としては掘立柱建物・溝

・土坑・柱穴であり、最も検出数の多い土坑は「肥溜め」であるとおもわれる。

第 5章調査の成果と問題点では、香川県内の弥生時代から近世に至るまでの水田遺構を集成 し、時

代別にその区画の特徴や変遷に関して若干のまとめを行つた。その結果、本遺跡の水田を含める13世

紀初頭の水田は、浴・長池遺跡や浴 。松ノ木遺跡のような方格状だが不定形小区画の水田と本遺跡の

ような短辺 4mないし6mを測る長方形区画の水田の 2形態あることが判明した。これ らの水田は条

里制の範疇内で異なる区画の水田であると考えられる。

現在までの水田遺構は高松平野から西讃地域にかけてのみ検出されているが、発掘調査の急増 して

いる東讃地域においても水田の検出が予想される。今後の水田遺構に関する研究課題 としては、次の

点が挙げられる。

①稲作農耕伝播時の水田の検出

②母体となるべき集落の検出

③用水路や井堰等の潅漑施設

発掘調査を実施 してから既に3年以上がすぎてやっと報告書が刊行されることとなつた。これは大

田第 2土地区画整理事業に伴 う報告書の第 1冊である。 日々の調査に追われ、調査員の記憶も薄れか

け、報告書として充実した内容を保つているか不安であるが、境日・下西原遺跡の調査によつて当地

域についていくつかの新知見を含む貴重な資料が得られ、大きな成果を挙げることができた。

第
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